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現伐は激動の時代といわれていますが、経済の安定化とともに、

文化の重要性に対する認識が国民の間に浸透してきているように思

います。

それだけに、わたしたちは、地域の文化財を大切にし、保存を図

り、闘かなふるさとづくりに努めなければなりません。

このたび、高松市鬼無地区等一帯とした勝賀地区農免農路建設が

香川県の事業として計画されました。この遁路は農業の近代化のた

めに欠かすことのできないものでありますが計画の中にある鬼無町

是竹のかしが谷 2号。 3号古墳の発掘調査が緊要のものとなりまし

た。そこで、香川県教育委員会等と協議し、発掘調査を実施するこ

とにいたしました。

調査は、香川県中部土地改良事務所の委託を受け、昭和60年 6月

から実脆し、調査結果を本報告書にまとめました。

調査にあたっては、香川県土地改良課。香川県中部土地改良事務

所、□也所有者をはじめ地元鬼無地区の方々、および文化財関係者

等危くの方々のご指導、ご協力をいただきましたことを厚くお礼申

し上げまず。

昭和61年 3月

高松市教育委員会

教育長 三木義夫



例 ロ

1 本書は、高松市教育委員会が香川県中部土地改良事務所の委託を受けて実施した発掘調査

報告書である。

2 調査対象の〈かしが谷 2号墳.3号墳〉は、高松市鬼無町是竹 597-1、596-10、596-

3に所在する。

3 調査にあたっては、土地所有者、泉保起美• 本洋正則両氏の、御理解と御協力を得た。

4 委託者である、香川県土地改良課• 同中部土地改良事務所には、多大の御便宜をいただい

た。

5 地元自治会、地元土地改良組合、また勝賀史談会をはじめとする住民諸氏の御尽力と、あ

わせ、高松市土地改良課の御助力をいただいた。

6 香川大学名誉教授、藤井公明氏、香川大学助教授、丹羽佑ー氏、香川県文化行政課の調査

指導をいただいた。

7 調査関係者は、下記のとおりである。

教育長三木義夫 文化振興課長 河原徳宏（総括）

教育部長大平照正 文化振興課長補佐大西隆雄（総括）

教育部次長清谷圭 文化振興課主事 藤井雄三（調査）

” 嘱託 江木麗子（調杏）

8 調査全期間において、市内在住の末光甲正氏の参加を得た。

9 現地調査は、大西総括のもと、藤井、末光、江木があたった。

10 地形測量は、四国調査設計（株）に業務委託のうえ、実施した。

11 整理作業は、大西総括のもと、藤井、末光、江木があたった。

12 発掘作業は、地元の方々等の協力を得た。

13 本報告書の第VII章のため、丹羽佑ー氏より寄稿をいただいた。

14 本報告書の執筆は、第VII章以外は、藤井が担当するとともに、末光、江木の協力を得、編

集も行った。

15 写真は末光にトレースは江木による。
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I 調査の経過

かしが谷古墳は、高松市西部に所在する前方後円墳として早くから知られていた。特に、石

清尾山と対峙する前方後円墳群の一基としての評価を受け、注目されていた。しかし、近年現

地を訪れた埋蔵文化財関係者のなかには、その地形等から疑問とする意見も少なくはなかった。

古墳が所在する勝賀山裾一帯は、ミカン栽培を中心とした果樹園地帯で、昭和55年ごろ営農

の効率化を目的とした農免道路建設の要請が、高松市北西部の鬼無• 香西・下笠居からおこな

われた。香川県土地改良課、香川県中部土地改良事務所の指導を受け、高松市土地改良課では、

地元関係者と協議のうえ、ルート選定を行った。かしが谷古墳周辺の勝賀山東麓の路線原案が

完成したのは、昭和57年ごろのことである。

ところが、路線内に周知の埋蔵文化財包蔵地である「かしが谷古墳」が存在することが判明

した。土地改良課と協議のうえ高松市教育委員会では、古墳自体に不明瞭な点もあるので、昭

和58年7月に、試掘調査を実施した。その結果、竪穴式石室と箱式石棺が検出されたので、早

急に埋戻しを行った。その後、路線変更や工法の変更等の検討が行われたが、本格的な発掘調

査が必要であるとの結論に達した。

発掘調査は、香川県中部土地改良事務所の委託を受けた高松市教育委員会が、担当実施した。

他の発掘調査等により断続的な調査となったが、日程は、次のとおりである。

昭和60年 5月24日 委託契約締結

昭和60年6月 1日 伐開作業

昭和60年 6月15日"'.7月31日 測量作業（委託）

昭和60年 6 月 17 日 ~9 月 27 日 発掘作業（途中、木太町白山神社古墳緊急調査のため中

断）

昭和60年12月1日～昭和61年 3月初旬まで（予定）

整理作業（本格的作業期間、それ迄は断片的に作業を進

行）

昭和61年 3月中旬（予定） 埋戻作業（保存問題の提起が、地元からなされたため）

昭和61年2月28日記

調任にあたっては、土地所有者の本津正則、泉保起美両氏、地元関係者、土地改良関係者、

作業員の、’ひとかたならぬ御協力をいただいた。また、原稿をいただいた丹羽佑一助教授をは

じめ、文化財関係者の方々の御指導にも、感謝いたします。
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第 1図今岡古墳（矢印）を望む

-2-



Il 環境

1 地理的

高松市北西部、現在の鬼無• 香西・下笠居の三地区は、古くは笠居郷と呼ばれていた。中世

には、管領細川氏の有力被官香西氏の本拠地として繁栄した土地柄である。

三地区の境界に座し、東方からみれば台形状の山容を呈す山が勝賀山で、笠居郷の象徴的な

存在でもある。標高364mの平坦な頂上一帯には、香西氏の本城勝賀山城の遺構が明瞭に残り、

中世城郭研究の好資料を提供している。かしが谷古墳群は、香西氏が天瞼と頼んだ急斜面が山

裾の緩斜面に変化するあたり、標高80m余の尾根先端付近に所在する。奥まった位置ではある

が、周囲の尾根が低いため麓からみれば目立った存在である。

周辺は果樹園に開墾されているものの、かしが谷古墳群の所在する尾根のみは雑木林で残さ
ゃせ

れている。哨尾根でかつ急峻なためであろう。

尾根の北と南にみられる谷のうち、前者は特に深く切れ込み、小渓谷の感さえ呈する。地元

では、かしが谷と通称する。本古墳群の名称の由来も、ここにある。

かしが谷古墳群所在地から東にひらけた眺望は絶景といえる。前面には、積石塚古墳で有名

な石清尾山塊が、高松平野の真只中に横たわり、その東裾を洗うように北流するのが、高松平

野最大の河川香東川である。また、勝賀山と石清尾山塊の中程を香東川と並流するのが、本津

川である。香東川と本津川の両河川によって形成された平野は、遠く南にひろがる。なお、本

津川は勝賀山の南につらなる袋山付近で分流し、西方の五色台の南国分に源を発する。

石清尾山塊北端から勝賀山の東北に位置する芝山を経て、勝賀山北方の串ノ山の東裾を結ん

だ線が、現在の海岸線である。もちろん古墳時代のそれは現状より南に少しばかり後退するで

あろう。

串ノ山の東裾から勝賀山背後に走る小河川を住吉川と呼ぶ。さらにその東方には、高松市と

坂出市の境界をなす五色台がひろがる。標高約400m級の山がつらなる台地状の地形で、勝賀

山もその一角に含まれる。

芝山から西へと展開する地形はかしが谷古墳群からは望見できない。

2 歴史的

旧笠居郷を中心とした地域では、旧石器・縄文時代の遺跡分布は稀薄である。ただし、五色

台の一角に所在する国府台遺跡は、原石の散乱と、多量の石器の出土で注目される。
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第 2図遺跡分布図
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遺跡分布図地名表

1 小原遺跡 37 国府台遺跡

2 黄峰城跡 38 国分寺跡

3 横立山経塚古墳 39 国分尼寺跡

4 弾正原古墳跡 40 御厩大塚古墳

5 原経塚古墳 41 御厩天神社古墳

6 桑崎古墳 42 半田・小坂塚群

7 勝賀城跡 43 紙漉塚群

8 住吉神社古墳 44 青木塚群， 勝賀廃寺跡 45 相作牛塚古墳跡

10 藤尾城跡 46 王墓

11 是竹薬師遺跡 47 石清尾山塊古墳群

12 沢池古墳 48 北大塚・ 北大塚古墳群

13, 佐料城跡 49 鏡塚古墳

14 佐料遺跡 50 石船塚古墳

15 佐料遺跡、土器出土地 51 姫塚古墳

16 かしが谷古墳群 52 猫塚古墳

17 かしが谷 1号墳 53 石清尾山 9号墳

18 かしが谷 2号墳 54 摺鉢谷東古墳群跡

19 かしが谷 3号墳 55 鶴尾神社 4号墳

20 かしが谷 4号墳 56 御殿古墳群

21 貴船池下塚跡 57 野山古墳群

22 善師垣古墳群 58 浄願寺山古墳群

23 今岡古墳 59 南山浦古墳群

24 神高古墳群 60 ガメ塚古墳跡

25 平木 1号墳 61 稲荷山姫塚古墳

26 平木 2号墳 62 稲荷山北端古墳ぷ

27 平木 3号墳 63 下ノ山遺跡

28 大塚古墳 64 摺鉢谷遺跡

29 古宮権現社古墳 65 坂田廃寺跡

30 こめ塚古墳 66 片山池窯跡

31 神高池北西古墳 67 特別名勝栗林公園

32 神高池古墳 68 史跡高松城跡

33 山口神高氏宅前塚跡 69 女木丸山古墳

34 相越古墳 70 天満遺跡

35 袋山古墳 71 白山神社古墳

36 衣掛古墳 72 大池遺跡
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弥生時代前期及び中期中葉ごろまでの遺跡は未発見である。最も早い事例は、中期末に比定

される摺鉢谷遺跡があげられよう。石清尾山塊山頂部に所在する高地性集落である。

かしが谷古墳群直下にひろがる集落・ 佐料一帯には、遺物の散布が確認されている。佐料遺

跡と呼ばれ、弥生時代後期・ 古墳時代初頭• 奈良時代そして中世の各時期に属する土器片が採

集される。また、是竹薬師遺跡でも、後期後半の土器が一括出土した。勝賀山東麓から西麓の

香西・下笠居や、本津川・香東川流域にも、弥生土器出土の記録や間接的証拠が知られており、

弥生遺跡の増加は必至である。

その他、石清尾山北端下ノ山遺跡で銅鉾二口の出土が知られるが、位置も含めて詳細は不明で

ある。

古墳時代から中世以前の散布地は、佐料遺跡以外、 2~3 ヶ所知られるのみである。弥生時

代の遺跡同様、，将来の調査によって増加するものと思われる。

古墳の数は、比較的多い。近辺では、まず石清尾山塊古墳群があげられる。双方中円墳や前

方後円墳等の積石塚古墳が集中することで著名である。なかでも、最大規模の双方中円墳• 猫

塚古墳は、かしが谷古墳群の東方に横たわる石清尾山塊の中程に立地し、良く望見できる。庄

内期に比定される土器を出土した前方後円墳• 鶴尾神社 4号墳や、存lj抜式石棺を主1本部にもつ

前方後円墳• 石船塚古墳は、猫塚古墳の東南、東北方向に位置するが、かしが谷古墳群からは

見られない。

石清尾山塊南端の石清尾山塊古墳群中唯一の盛土前方後円墳であったガメ塚古墳跡も遠くに

臨める。

積石塚古墳は勝賀山の西側、住吉川沿いの高台にも存在する。勝賀山北西麓に所在するのが、

墳形不明の原経塚古墳で、谷を隔てた五色台の中腹に前方部盛土の前方後円墳• 横立山経塚

古墳が所在する。

かしが谷古墳群の東南約650m、勝賀山から東に最も突出する尾根先端に所在する前方後円

墳が今岡古墳で、高松平野の代表的中期古墳である。かしが谷古墳群とは指呼の間にあり深い

関係をうかがわせる。

本津川中流を臨んで、前方後円墳・ 御厩天神社古墳が立地する。その他、袋山周辺に所在す

る袋山・衣掛・ 相越の三古墳は、いずれも前方後円墳と考えられているが、実態は不明である。

以上の古墳は、前期もしくは中期中ごろには出現していたと推察できる。

中期後半から後期前半に属する古墳には、香東川と本津川にはさまれた微高地に位置した相

作牛塚古墳があげられる。時期は不詳であるが、串ノ山から東にのびた尾根上の住吉神社古墳

も後期前半までには出現していた古墳である。

相作牛塚古墳跡周辺、香東川・本津川沿いには塚状の高まりが多く見られる。確認されてい
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ないが、相作牛塚古墳のほかにも古墳が存在すると思われる。

後期後半から終末にかけては、この地域にも横穴式石室を主体部に採用した小規模な古墳が

多く構築される。特に、石清尾山塊の南のヒ゜ーク浄願寺山頂には、 50基余の横穴式石室墳が集

中する。その他、石清尾山塊には横穴式石室墳が数基でまとまる傾向がある。

本津川が分流する付近に単独で所在するのが、御厩大塚古墳で、平地に半壊した巨大な横穴

式石室をさらしている。これを凌駕する横穴式石室墳には、古宮権現神社古墳があげられる。

加えて、袋山の北側には比較的大型の横穴式石室墳、大塚• 平木 1号墳等10基余が散在し、神

高古墳群と呼称されている。

また、現在は失われているが、勝賀山東麓の谷南斜面には、善師垣古墳群、かしが谷 4号墳、

沢池古墳が存在した。こうした横穴式石室は、勝賀山西麓• 住吉川流域にもみられる。弾正原

古墳と、桑崎古墳で、前者はかなりの規模の横穴式石室であったが、地震により倒壊した。

古墳時代以降の遺跡には、師楽式土器を出土した小原遺跡や、先述の佐料遺跡、さらには、

勝賀山北麓の古墳の空白地帯に出現する勝賀廃寺跡が注目される。また、笠居郷からは、国分

寺、国分尼寺のうち、特に後者とは至近距離にある。

中世になっても、笠居郷には遺跡や城跡が多く残されている。勝賀城• 佐料城• 藤尾城・ 黄

峰城等、いずれも香西氏関係の城郭で、戦国時代の縄張りを良く残す。

以上、旧笠居郷とその周辺の主要遺跡を列記した。全体、特に古墳時代に主眼をおいた考察

は、丹羽氏の稿に譲り、本節は重複をさける。しかし、笠居郷が、弥生時代終末から開発が爆

発的に進み、高松平野における有力地域として成長を遂げたといえる。
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第 3図 かしが谷古墳群測量図
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第 4図 かしが谷古墳群発掘区測量図
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m かしが谷 2号墳

1 かしが谷 2号墳墳丘

本古墳は、従来全長40m余の前方後円墳とされていた。本調査で、かしが谷 2号墳とした部

分を後円部、それより東の尾根を前方部と考えたためである。

しかし、伐開後の地形観察では前方部にあった尾根は途中からやや南にふる様に観察できた

ため、自然地形と判断できた。さらに、 2号墳東側墳裾に外護列石が検出されるに及んで、か

しが谷古墳は、前方後円墳でなく、円墳と確定できた。 2号墳の東側に、周溝を伴う 3号墳が

発見されたことは、その裏付けにほかならない。

現況では、かしが谷 2号墳墳丘には盛土が認められない。外護列石の構造や竪穴式石室のあ

り方から、築造時の盛士は想像できるものの、主体部の墓壌が露岩を穿つとともに箱式石棺の

天井石が遺存することを考慮すれば、最高20~30cm余の薄い盛土と推定できる。

かしが谷 2号墳墳丘の大部分は、元来の瘤状地形に整形を施したもので、その際生じた花棉

土を盛土として利用したと考えられる。そのため、固く敲きしめることが十分できず、あわせ

て古墳の南北が急斜面のため、盛土は急速に流出したのであろう。

なお、地山は花協岩岩盤と、その風化したバイラン土層一花禍土ーに大別できる。岩盤は風

化直前で、墳丘とその周辺に観察できる。墳丘南斜面から墳頂部にかけては顕著で、後述する

ように主休部はこの岩盤を穿って設けられている。

墳丘東裾に拾数cmから数拾cmの大きさの塊石からなる集石が、帯状に発見された。東西 2m、

南北5mを測る集石は、墳裾外護列石が崩壊したもので、その大部分が赤黄色粘質土層に含ま

れていた。集石は尾根筋ほど厚く、南及び北では散在するに過ぎない。多くの石材が、急斜面

のため転落したと考えられよう。

崩壊した石材を除去したところ、弧を描く列石が検出された。一部は、 2段ないしは 3段、高

さ30cmに積み重ねられていた。古墳の墳裾にめぐらされた外護列石である。

先述したように、外護列石の遺存部分が弧を描くことから、かしが谷 2号墳は円墳と確定で

きた。

外護列石の構築は、地山を鈍角に削り、その結果生じた面に石材をもたせかける。従って、

基底部は同ーレベルに保たれている。塊石は横に使用して積み上げるが、集石の量から推察し

て、現存最高30cmより少し高い外護列石が想定できる。また、塊石問に生じた隙間には幼児の

拳大の石材がつめこまれ、外観に配慮が払われている。対して控え積みは、現状では確認でき
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干、外護列石の緋特について十分な配屯がなされなかった可能性もある。

さ訊亡石詞はさ る こ同惰、 #J るものの

る安山岩が大部分である。こ訊らは、尾根の両側の 多く兄られる塊石と同質のも

のである。しかし、 2 C 3点ごく稀ではあるが、角。稜ともに官咸した砂岩質の石材もみられ

た。麓から連ばれたものであろう。

先述したように、石材の多くが同一土層に含まれることから、外護列石の崩壊は、急速かつ

短期間に起こったと推察できる。不安定な構築方法、流出しやすい盛土、南と北側が急斜面等、

幾つかの悪条件が重なりあったためであろう。

墳裾にあたる外護列石は、東側で明瞭に観察できるのみで、他は痕跡さえも認められない。

急斜面を呈する北および南側では、外護列石が設けられていたとしても、早期の流出は疑いな

いところである。なお、南側斜面西よりに、東側の外護列石の用材とほぼ同じ石材が、 1ヶ所

で確認できた。南斜面にも外護列石が設けられていた傍証であろうか。

墳丘南側の等高線は弧を描くのに対し、反対北側のそれは直線的で、しかも前者に比べやや

急斜面である。これは北側の浸蝕が顕著なため墳丘が変形をうけたとも考えられるが、築造前

の地形が現況に近かったとするのが妥当であろう。

一方、尾根上方に続く西側は、墳頂部から漸次低くなるものの特別な地形変化は認められず、

かしが谷 1号墳墳裾との鞍部に至る。なお、鞍部が周溝となる可能性があるが、 2号墳の固溝

と考えるより、 1号墳のそれであろう。墳丘の西側斜面部は地形や断面観察による限り、地山

に手を加えた痕跡も認められず、当初の自然地形のまま放置されたと見なせる。風化直前とは

いえ岩盤を穿った主体部墓塙と、きわだった違いをみせる。
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第 6図 かしが谷 2号墳外護列石実測図

（上記平面図、下記立面図）
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II 赤褐色砂質土層
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V 赤黄色砂質土層（券占性強）
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VlII 茶褐色粘質土層
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従って、地山整形も含めた墳丘の整形は、東側において丁寧であり、南側にその可能性があ

る。地形の関係から北側は可能性が少なく、西側では全く施されていない。よって、墳丘正面

は東から南にかけての方向に求めることができる。

墳丘の規模については、高さ 1.5m、短径12m、長径23mと推定できる。円墳と把握できる

が、実際は正円でなく、著しい楕円を呈する。墳丘正面に配慮を払い、背面にあたる部分を犠

牲にした結果であろう。なお、主体部と外護列石の関係から、径12mの余の円墳を計画してい

たとも考えられる。

最小限の労力によって、墳丘を巨大かつ壮麗に見せるための合理的な配慮と努力が、うかが

える墳丘である。

2 かしが谷 2号墳主体部

かしが谷 2号墳は、竪穴式石室と箱式石棺の二種類の埋葬施設をもつ。県下で、両者が併用

された事例には寒川町奥 3 号墳• 土庄町富丘頂上墳があげられよう。ただし、奥 3号墳が前方

後円墳である点、副葬品をもつ点、富丘頂上墳でも円墳ではあるが、副葬品の多い点、さらに

は両者が並列する点等に、本古墳との相違点を指摘できる。

主体部が設けられた墳頂部は、尾根にそってひろがりをみせるが幅は狭く、楕円もしくは卵

型を呈する。従って、竪穴式石室と箱式石棺を並置するのが、不可能であったと考えられ、前

者に後者をほぼ直交させて設置するようならざるを得なかったのであろう。

両者の並置と各々の規模は、あらかじめ定まっていたと思われる。中心的埋葬施設の竪穴式

石室が墳頂部中央を占めず東寄りに設けられていることからも、明らかである。

なお、土層の観察から、箱式石棺は竪穴式石室築造後に設置されている。

(1) 竪穴式石室

尾根筋に並行するように設けられた竪穴式石室の法量は次のとおりである。

全長3.lm、幅0.7~0. 75m、高さ（最大値） 0.85m。
邁ら

竪穴式石室は、表土層が薄くのっていたのみで、検出は容易であった。石室内埋土は、自然

な堆積を示し、下層ほど露岩の風化によって生じた斜長方体の角礫を多く含んだ層が、観察で

きた。逆に上層ほど粒子の揃った砂質土である。

石室に使用された石材は安山岩の塊石であり、辺・ 角の部位が例外なく丸味を滞びている。

幾分かの侵食作用を受けたためと思われ、同様な安山岩塊石は、北および南側の谷にみられる。

古墳築造にあたって、石室等の用材として運びあげられたらしい。

用材の大きさは人頭大前後が一般的で、やや細長く扁平気味なものが選ばれている。石室壁
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I 赤褐色砂質土層（腐蝕土混入）

II 赤橋色砂質土層

第 8図 かしが谷 2号墳竪穴式石室土層図 III 黄褐色砂質土層（地山）

w 白黄色土層（地山岩盤）

IX 明黄褐色砂質土層

XI 暗褐色粘質土層

Xll 明褐色桔質土層

XIIl 明褐色桔質土層（砂粒子を多量に含）

籾暗褐色砂礫土層（角礫を多量に含）

xv 茶褐色粘質土層（角礫を含）

訊灰褐色粘質土層（粘土分を含）

体は、そのような石材を横に使いかつ、小口積みとする。控え積み用の石材は、小ぶりで、壁

体の背後にほぼ一重につめこまれている。

石室壁は 3~5 段が現存し、やや持送り気味となる。石室解体のおり、用材間に粘土が残存

している部分が多く確認できた。隙間に粘土をつめた可能性を指摘できる。. . . 
箱式石棺（天井石遺存）との関係から、石室の壁は現状よりかなり高くなることはあり得な

い。そのことは、厚手の天井石が存在した可能性がないことも示している。調査によっても、

天井石の用に足る石材は、石室内部も含め周辺には、検出できなかった。薄手の天井石が存在

した可能性はあるが、その場合、人為的にかつ一挙に取り去られたと考えられる。当初から、

木質の天井部だった可能性も否定できない。

石室のコーナは、上方では小口壁と側壁の両側に渡す石材が確認できるが、下方では直角を

なすよう構築されている。高松市鶴尾神社 4号墳、坂出市爺ヶ松古墳等、古式で大型の竪穴式

石室と共通する構築法である。

西小口壁基底石と、両側壁基底石の西側各々一石は、厳選されたとみえ、各々の石材の小ロ

部（壁面を構成する部分）が、長方形を呈するよう配慮されている。

ところで、石室基底石は後述する粘土床粘士の一部を敷く。その後に、竪穴式石室壁休が構

築され、たと考えられる。基底石を除去したところ、多くの用材の裏面に、施朱が確認できた。

朱の範囲は、いずれも部分的である。特に、西小口部の一石は、範囲もひろく朱色もあざやか

であった。朱は、石材裏面に塗布されたと考えるよりも、基底石据えつけ直前に、塊状態の朱

を置いたと思われる。棺安置直後、石室構築直前の葬送儀礼として注目したい。

竪穴式石室内部には、断面U字型を呈する粘土床が検出できた。割竹式木棺の存在が想定で

きる。なお、粘土床の法量は次のとおりである。

全長2.93m、幅0.53~0. 66m、深さ0.os~0.15m 。

石室および粘土床は、尾根基部の方向が高くかつ幅広く造られており、先述の基底石のあり
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第10図 かしが谷 2号墳竪穴式石室上面実測図
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方、朱の状態等から、頭部とほ定できる。

訊L床を るtbI : 二、図且峠を会乃明忙褐色を「旦しきわめて冒緻て応ぐ）だ。明ら力に

より運搬さ訊たものである。な記¥子且式石棺を覆った粘エと共通ずるか・.腐れ礫の量はやや少

ない。訥土床は部分的に朱か確認できた。木棺施朱の名歿りであろう。

竪穴式石室の墓墳は地山を穿つ。特に南側は、風化直前ながら露岩を掘削している。墓壊底

部の中央には、さらに短冊形の浅い墓塙が穿たれ、全体として二段を呈す。各々の墓凛の規模

は、次のとおりである。

一段目

長さ4.2m、幅2.2m、深さ（最大値） 0. 4m 

二段目

長さ3.lm、幅0.Sm、深さ（最大値） 0. 22m 

二段目の墓壊は、木棺を安定さすためのもので、粘土床で覆い尽されている。なお、粘士床

の中央部は簿く粘土が敷かれるのに対し、縁辺（二段目掘り方の）は、相対的に粘土が部厚く、

両側壁基底石との間に幅 5cm余の平坦な帯状の部分が観察できる。頭部あるいは足部にあたる

小口壁部分にも帯状の平坦面がみられるが、側壁部のそれより一段低く形造られている。

なお、石室の構築は次のとおりと推定できる。

第一段目墓壊 掘削

第二段目墓壊 掘削

第二段目墓壌に粘土敷設

割竹式木棺安置

朱を使用した葬送儀礼

甚底石据置

粘土床調整

石室構築

天井石懸架（？）

さらに、竪穴式石室の位置から今岡古墳の墳丘全体を望見できる。箱式石棺の位置では、途

中の尾根にさえぎられ、前方部先端が視界から隠れる。偶然であろうか、興味ある事実である。
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(2) 箱式石棺

竪穴式石室に直交させて設置されたのが、第 2主体の箱式石棺で主軸は南北にとり、法量は

下記のとおりである。

全長1.9m、幅0.35~0. 38m、高さ0.3m

用材は竪穴式石室・外護列石のそれと違って、板状安山岩が使われている。産地の推定は不

可能であるが、距離を運ばれた石材といえよう。

石棺は、明黄褐色粘土によって被覆されていた。断面が整美な弧状を呈す被覆層は、一部を

除き、ほとんどの用材を包み込む。なお、用材相互の間隙には、粘士はみられない。

両端には、盗掘壊がみられる。ただし、石棺内部には攪乱を受けた痕跡はなく、盗掘時は空

間を保っていたと思われる。盗掘後、急速に埋没したのであろう。盗掘壊周囲では、粘土被覆

は破壊され、周囲には粘土が微量に混入された土がひろがっていた。

蓋石は遺存部分で確認する限り、 2段から 3段、部分的には 4段に懸架されている。そのう

ち、棺身を直接覆う最下段は方形に近く形も比較的揃った板状安山岩が、使用されている。現

在 3石が遺存するが、両端の各々 l石は除かれており、最下段蓋石は「5石」と推定できる。

最下段石材設置後、三角形もしくは長方形に近い石材が、側壁線上に石材の長辺を揃え、側

壁と蓋石との間隙をふさぐように置かれている。 2 段目蓋石を配石後並べたものも 1~2 点み

られる。

最下段蓋石を覆う 2段目蓋石は、長方形に近い石材が並べられている。石材は部分的に重複

しており、遺存部分で確認する限り、南側から北側へと順次懸架されたと解釈できよう。さら

にその上にも蓋石が置かれるが、ランダムに積んだものである。

棺身は、小口部 2石、側石 3石.4石の計 9石で、形造られる。後述する人骨のあり方から、

南側が頭部と断定できる。

両小口壁は各々 1枚の石材を最初に立てる。このとき箱式石棺の全長が定まる。墓壌は小口

部分では石材に合わすよう両側に数cmづつ角状に拡張して掘削され、小口石材の安定をはかる。

さらに、頭部では外側、足部では内側に、小さな石材を小口壁とは間隙のないようにあてる。

目的は不明であるが、足部のそれは石棺幅の最小値を決定している。

側壁は、西側が 3石、東側が 4石である。特に頭部側石材は大形かつ厚手のものが使用され

ていて、安定感をうける。側壁中央にあたる石材は、内側に倒れかかるように検出された。頭

部・足部側壁石材の内側に組まれたためである。側壁の各石材上端レベルは、小口部分も含め

て、揃うように配慮されている。しかし、組み合せ部分基部は、隙間が生じている。この部分

には外側から小ぶりの板状安山岩があてられ、隙間をふさぐよう工夫される。特に、頭部側は

側壁に使用された石材と同じ厚手の石材が用いられており、あたかも櫛のようにみられる。こ
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Al 

Al 

のような石材は、側壁の裏込めの役割をも果たしている。さらに、石材と墓壊壁の間隙には石

棺全体を被覆した粘土をつめ、側壁、裏込めの両石材の固定をはかる。

石棺内には、特別な配慮は払われていない。墓壊底は露岩であり、そのまま棺底とすること

はあり得ない。棺内に薄く検出できた黄褐色砂質土層が、当初から敷かれていたと思われる。

／ 
I A 6 I A4 IA9 

IA7 IAJ A 11 I O 

第13図かしが谷 2号墳箱式石棺最下段蓋石実測図

IAs I A4 I A 9 

IA7 IA3 A 11 I 0 

第14図かしが谷 2号墳箱式石棺棺内・墓壊実測図
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甚部隙間から流出した少量の粘土がて黄褐色砂質土層上に埋蹟してい 、この惟定の正

さ祖ァ[ る。

箱式石棺内には、人骨が部分的に遺存していた。南から北に順次、下顎部分、骨板と思わ九

る部分、大腿骨部分が検出できた。

墓壌は、地山を穿つが、そのほとんどは竪穴式石室でも確認できた同様に、風化直前の母岩

を掘削している。規模は箱式石棺の法量をひとまわり大きくしたのみで、小口部分を除き必要

最小限に押えられている。

3 遺物

かしが谷 2号墳から得た遺物は、箱式石棺の人骨片のみである。

2号墳の両主体では、副葬品が検出できなかった。当初から副葬することは無かったのか、

盗掘等の結果かは不明である。

また、墳丘全域はもちろん外護列石の崩壊した石材間より、埴輪の一片すらも確認できなか

った。埴輪樹立の可能性はないといえよう。
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］ かしか谷 3

本古墳は、小型堅穴式石室と粘士床を主体部とする古墳で、 2号墳の東側に隣接して倹出で

きた。当初、両主体部が確認された時屯では、 2号墳の墳丘外埋葬と考えていたが、 2号墳外

護列石の崩落した石材を除去後、粘土床の西側を走る浅い周溝が検出できたので、古墳と判断

し、かしが谷 3号墳とした。

3号墳は尾根稜線上に墳丘の中心を置かず、やや北側による。付近は稜線が若干屈折する付

近で、僅かながら横に突き出した瘤状地形を利用して築造した古墳といえる。墳丘のかなりの

部分が流出した要因であろう。

盛土については、流出が考えられ全く遺存していない。主体部は、ほぼ地山面で確認されて

いる。後述する主体部のあり方から、少しばかりの盛土が存在したらしい。

周溝は、罰面がレンズ状を呈し、幅0.95~1 m、深さ（検出面からの数値、最大値） 0.15m 

で、検出できた全長は2.7mをはかる。周溝は粘土床の南西から北西にかけて走る。全体とし

て、外側にややふくらみをもつ。 3号墳を円墳と推定する根拠である。

81. 00 m 

／ 

第16図 かしが谷 3号墳墳丘測量図
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第17図 かしが谷 3号墳小型竪穴式石室実測図
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2m 

第19図 久米池南遣跡小型竪穴式石室 (2号）実測図

2号墳外護列石構築の為生じたフラットな地山面に周溝を、切り込んでいる。周溝内には、

外護列石に使用された安山岩塊石が、底部の茶褐色土層中に 3個検出されたのみである。 2号

墳外護列石の急激な崩壊前には、既に埋没していたと考えられる。ただし、短期間は周溝とし

ての機能を果たしたと思われる。

これらより、 3号墳は 2号墳より後に築造され、 2号墳の外装が崩壊するより前には、古墳

としての機能を消失していたらしい。

現存する周溝は墳丘の西側にあたる。北側は急斜面のため、最初から設けられなかったであ

ろう。南と東側はともに流出したと考えられる。従って、墳丘規模の数値は示せない。ただし、

小型竪穴式石室と粘土床の中央周辺に、墳丘の中心があると仮定すれば、直径6m余の円墳と

推定できよう。

2 かしが谷 3号墳主体部

主体部は、小型竪穴式石室と粘土床の各 lヶ所、計 2ヶ所以上である。以上としたのは、既

に流出した埋葬施設が存在した可能性があるからである。

2ヶ所の主体部は尾根稜線より北側に各々位置する。主軸は、各々ランダムな方位をとる。

-28-



(i) 

力'l. ., か石 3 九芦）
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レ
J る。既に土砂尻出にょって丁土が失わ紅、

全位の復元はむずかしい。

高松市久米池南遺跡の第 2 号小型竪穴式石室と法量• 構造とも酷似しており注目できる。そ

の事例を参考にすれば、下半が流出した小型竪穴式石室の全長は1.5m前後と推定できよう。

この場合1/2近くが流出したと考えられ、墳丘全体で考えるとかなりの部分が失われたと想定

できる。

なお、小型竪穴式石室の法量は次のとおりである。

全長1.5m前後（推定） ・幅0.4m・ 高さ0.2m

残存する南側小口部には、大型の方柱状の石材を置き、その一面を小口壁として利用する。

側壁には、小さめの石材を 2段に積む。これらの石材は、 2号墳竪穴式石室と同質な安山岩で、

両側の谷川からの供給が考えられる。

地山を穿つ墓城は、石室全体を設置するに必要な程度の幅を有するに過ぎず、控え積みはみ

られない。

頭骨の下半が残されていた。さらに頭部付近の床面には、直径19cm、深さ 6cmの楕円形の小

穴が穿たれていた。鉄鎌が基部を小穴の底部に接し、切先を穴緑にかけるようにして無雑作に

置かれていた。頭骨との関係から、遺体安置直前に副葬されたことは明白である。

天井石は検出されていないが、流出が顕著なこと、久米池南遺跡の事例では天井石を有する

ことを考慮すれば、存在した可能性が高い。

このような、小型竪穴式石室は、規模• 構造の点でも一般的な竪穴式石室と著しい相違点を

有し、見劣りはまぬがれない。小口部を一個の石材であてる点は、箱式石棺の手法である。

(2) 粘土床

かしが谷 3号墳の第 2主体で、検出された周溝東隣に位置する。

本来は木棺全体を粘土で被覆する粘土榔の上部が流出したと考えられる。

木棺痕跡の北端は、流出と樹根により微妙ではあるが、現存粘土床北端付近と一致すると推

定できる。従って、棺の規模は次のとおりである。棺痕跡の横断面は深いU字型を呈すところ

から、割竹式木棺かそれに近い形式の棺が考えられよう。

長さ 1.43m、幅0.3m、高さ0.25m以上

規模はかなり小さく、被葬者は女性もしくは小児とするのが妥当であろう。

墓壊は、他の主体部同様地山を掘り込む。幅0.65mを測る墓壊横断面は船底を呈するが、木

棺？の置かれる中央あたりは、心もち掘り下げられている。墓壊内には暗黄褐色粘土が充満さ
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九てしる。 2号墳箱式石棺に使日された帖土と比べ、腐れ礫を多めに包含する工うである。な

恥 t 汰且士内 i:ぅ鉄器だ樟記てきに。
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かしが谷 3号墳では、小型竪穴式石室出土の頭骨片と鉄鎌、粘土床出土の鉄器片を各々得る

ことができた。主体部が部分的に流出していることを考慮すれば、先述以外にも副葬品があっ

た可能性はあるが、確率は低いであろう。埴輪の樹立の可能性も同様である。

(1) 鉄錬

基部をおりまげた、直刃鎌と、考えられる。保存状態はきわめて良好で、厚さ0.3cm、全長11.

2cmをはかる。幅は先端が最小で0.8cm、基部で2.7cmとそれを結ぶ刃部は緩やかな曲線を描く。

それは何度となく繰りかえされた磨ぎの結果であろうか。長期間の実用が想定できる。

基部の磨ぎが施されていない部分から、着装部径0.7cm余の柄を復元できる。また、刃部に

対して基部着柄部ば心もち屈曲する。このため、刃部と柄は、鈍角を呈す。

また、先端付近に木質の痕跡が認められるが、原因等は不明である。

(2) 鉄器

小型の鉄器で、先端を折る等、保存状況は良好とはいえない。全長6cm、幅1.1cm、厚さ0.5

cmを測る。断面は楔形および長方形を呈する。

(3) 頭骨片

箱式石棺出土の人骨も含めて、今後の調査にまちたい。
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V かしが谷古墳群

今回の調査対象外ではあったが、かしが谷古墳群を形成する 4基のうち残り 2基を概述して

おこう。

1 かしが谷 1号墳

2号墳の西に連続して立地する。確証はないが2号同様、瘤状地を使用して築いた古墳と推

定される。

2号墳との鞍部の地形を整形と考えられる以外、他には顕著な痕跡は見い出せない。墳丘の

未整形は、 2号墳での特徴でもある。

墳丘中央部には、 2号墳と同じ位の墳頂部平坦面がみられる。中央には 2号墳竪穴式石室の

用材と同じ安山岩塊石がみられる。

墳丘規模は、長径17m、短径 9m、高さ 2mと、 2号墳よりやや小型になると推定できよう。

2 かしが谷4号墳

詳細な位置は不明であるが、 2号墳の東南の果樹園の中に所在した。

1・2・3号墳が尾根稜線上に連続して築造されたのに対し、近辺の横穴式石室墳と同様、

南むきの斜面に立地する。

土地所有者によれば、開墾時に発見されたという。大きめの石材をL字状に並べた列石がみ

られ、その内側から須恵器平瓶が何点か出土した。それらの証言と、保管されている平瓶 1点

から、横穴式石室の存在と、 7世紀中頃の築造の時期が導き出せる。

基底部あるいは、床面は埋戻していると思われるので、調査によって詳細は明らかにされる

であろう。

3 その他

かしが谷古墳群周辺では、古墳の他、尾根先端の箇所が注目される。

調杏の初期、 3号墳の番号をふっていた。尾根先端部分のため、周囲の眺望は最高で、高松

平野東部の本津川流域、麓の是竹から佐料の家並みをも隅々まで見渡せる絶好の地点である。

発掘調査では、何等埋葬施設が確認されず積極的な証拠に欠けるため、本報告では古墳と考

えないこととし、 3号墳の名は、 2号墳の東側に発見された古墳に譲った。

しかし、かしが谷 1・2号墳の墳丘が、地山整形が一部にしか及ばないこと。特に 3号墳で

は墳丘が著しく流出していることから、盛土を有し地山迄墓城掘り方の及ばない埋葬施設を持

った古墳が、存在した可能性は否定できない。
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第21図 かしが谷古墳群土層図
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VI かしが谷古墳群について

かしが谷 2号墳.3号墳のうち、前者は竪穴式石室と箱式石棺、後者は小型竪穴式石室と粘

土床を主体部にもつ円墳である。しかし、都合 4ヶ所の主体部からは 3号墳で鉄鎌と鉄器片が

出土したのみで、遺物ば決定的に少ない。以下は、そのような条件下に考察を試みた。資料の

任意性等に疑問がない訳ではないが、御容赦いただくとともに御批判• 御叱正をいただければ

幸甚である。

かしが谷 2号墳と 3号墳の関係は、既述したように外護列石と周溝の「構築」「掘削」「埋没」

「崩壊」への移行過程から、前者が先行して築造されたことは明白である。なお、両者の築造

時期は極端にかけ離れない。

かしが谷 3号墳出土の鉄鎌は、直刃鎌である。直刃から曲刃への移行期は、中期初頭といわ

れる。従って、 3号墳への副葬時期（築造時期）を中期以前と考えておきたい。

別表①の円墳・ 方墳のうち、前期前半に属する古墳には、円捉寺A地区・谷田の 2例があげ

られる。前者は、同C・D地区とともに弥生時代終末から古墳時代初頭の墳墓とされ、後者か

らは平底の甕が出土しており、早い時期の古墳と考えられる。これに対し、 50基余の別表中、 29

基と過半数以上が、中期から後期初頭にかけての古墳である。時期未詳とした古墳にも、中期

に属すと思われるのも多く②、前期古墳には後半とされるものが多数を占める叫

従って、前期後半に円墳の築造が各所に始まり、中期に至って築造数が飛躍的に増加する傾

向を指摘できる。讃岐は、前方後円墳の密集地帝として知られるが気それらは前期に属する

例が多く、中期の前方後円墳は数で劣る見円墳の増加から盛行への動きと軌を一にした、盛

行から減少への流れが想定できる。前方後円墳を築造した首長層が、制約を受けたため、円墳

へと転化したためか、彼等を牽制するように出現した新たな首長層の墳墓か、後日を待ちたい。

発掘調査で得た事象から、かしが谷 2号墳を、円養寺A地区・谷田古墳と同様、前期初頭か

ら前半の築造と推定することは不可能である。前期後半から中期にかけての、円墳の増加から

盛行という流れに沿って出現したと考えられる。従って、かしが谷 2号墳は、前期後半以降の

築造と推定できよう。

箱式石棺は、縄文時代から出現した埋葬施設ではあるが、古墳時代に至っては墳丘を有しな

い墳墓に取り入れられる傾向がある。しかし、別表にみるように、円墳・方墳の主体部に箱式

石棺が採用される事例も決して少なくはない。別表によれば、最も古い事例に、弘法寺R、富

丘頂上墳等の古墳があげられる。さらに、前期前半の前方後円墳で後円部に箱式石棺を配する

事例は比較的少なく、確実な事例では奥 3号墳第2主体のみである。
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前段に近へた前間後半からの「叫買等の増加。盗行の現蒙は冷より蘭易な埋葬方法てある箱式

［叫び•.l(J }]いと 天え 員~、［して~尼えら加LJ: J .c o かしいtiこ

もそこにボめられ うC)たこだし 天井石を二直二重に る等、丁寧

近似ずる。古墳に掠用された箱式石棺としては、古相に属するか。

設侶嬰巳i

3号墳例に

かしが谷 2号墳の第 1主休である竪穴式石室は、すべり山 2号墳第 1主体、石清尾山切通し

上の石塚の主休部に類似例が見い出せる。全長 3m前後の規模や持送り構造をもつ竪穴式石室

で、前期前半に類例の冬い長大な竪穴式石室の小型化と考えられる。すべり山 2号墳、石清尾

山切通し上の石塚はともに積石塚古墳である。讃岐での積石塚古墳の終焉を中期に求めるとし

ても両者に、中期初頸より遅れる年代観は与えられないであろう。特に前者は、前期古墳との

評価が与えられており、むしろ、かしが谷 2号墳第 1主1本部のような小型化した竪穴式石室を、

前期後半遅くとも中期初頭と考えるのが妥当と思われる。

堅穴式石室で、一個の大型石材をたて、小口壁とする構辿を持つ例を、幾つか指摘できる。

箱式石棺の手法の影鰐がみられ、竪穴式石室構築の簡素化あるいは合理化と考えられる。前期

後半から末の築造と考えられる鉢伏山 1号墳 0 2号墳、鹿隈カンス塚第 2主休等の他、石船塚

古罪［第 2主体が、その初現例である。最も新しい事（ダIJとしては、中期末から後期初頭の末則古

墳があげられる。

かしが谷 3号墳の小型竪穴式石室は、久米池南遺跡の類例とともに、そのような竪穴式石室

の祖形とぢえられる可能性Rもあるが、小刑化。粗雑化として把握しておく。従って、かしが

谷 3号墳築造を、前期末から後期初頭の範囲と推定できる。

主体部の悲数について別表で検討すれば、円養寺A地区。谷田の早い時期の古墳は、主体部

が 1ヶ所である。ところが、莉期後半では、 2ヶ所と複数化した事例が多い。さらに、中期後

半の古墳では主1本部が単独で墳丘中央付近に設置される、類向が認められる。川上、女木丸山、

岡の御堂 1号墳。 2号墳、浦山 3号墳。 4号墳、末則、津頭西の各古墳が、その具体例であ

る。大井七ッ塚 4号墳の下部閏構も、類例としてあげられよう。僅かに、権八原B地区 2号墳

が例外に過ぎない。

小首長が急速に伸長するとともに、最近親者の墳丘内埋葬を避ける社会的制限が成立したた

めか、両者が互いに独立した墳丘を持ったためか、検戸Iを要する。

かしが谷 2号墳。 3号墳の主体部はともに 2ヶ所を設ける。従って、前期後半以降、中期前

半以前の年代観を与えることができる。

別表中古墳の、グラフによると、 20m。70mに各々ピークを認められる。 20mのピークは中

期古墳のみであり、 70mのピークは前期古墳のみで、各々構成される。かなりの比高差をもっ

中期古墳も例外的に存在するので、断定は不可能であるが、比高差70m余のかしが谷 2号墳。
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3号墳は、＂かなりの荒率て「罰期古爪である。」との主張が、許されよう。

7)ミしが召 2 と その国々東賢:0戸 る
今
’ に(、合貌定互l;'.iこ

できる。軌者は、出丘の整形から、．東もしくは雨に面しこ古墳といえる。後苔ば 填丘か尾恨

稜線より北側に寄せて築かれている。南側に余裕を持たしたか、北側にせり出さしたかは¥に

わかには判じがたい。後段とすれば、両古墳には相互関係を想定できると同時に、佐料地区を

意識した古墳と判断できよう。佐料地区からは、弥生時代後期から末期と奈良時代の土器片が

採集され、両古墳と同時期の集落の存在も否定できない。両古墳ともに、佐料地区と強い関係

をもつのであろう。

次に、両古墳の関係については、共存関係と、連続的関係（一時的な不連続期間が存在する

可能性も含めて）が、想定できるが、ともに佐料地区を母体とする首長墓との見方が許される

ならば後者が正しいであろう。

今岡古墳の年代については異説が多いが、中期古墳とする点では一致する。さらに、先述の

幾つかの考察を尊重するならば、かしが谷 2号墳を今岡古墳より先行して築造された可能性が

強い。かしが谷 2号墳 0 3号墳に埴輪片すら検出されなかったのに対し、今岡古墳には形象・

円筒の各種埴輪が樹立されている。埴輪がこの地域に持ち込まれる以前と以後の姿であろうか。

以上、数々の考察を加えてきたが、かしが谷 2号墳.3号墳の年代観について、決定的な根

拠は得られなかった。が、前期後半から中期前半、さらにしぼり込めば前期末、降っても中期

初頭の区間と推定される。

ところで、かしが谷 2号墳と今岡古墳のように、 1km未調の距離内に所在し、円墳から前方
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第22図 香川県内円墳、方墳一覧表に係る分布図
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後円墳に変化するモデルは、 2ヶ所において成立する可能性がある。津田町の龍王山古墳から

岩崎山 4号墳、高松市東部の北山古墳と高松市茶臼山古墳（各前記古墳が円墳）の 2グループ

である。いずれも、畿内の影鰐が濃厚な地域で叉特に後者は、前方後円墳高松市茶臼山古墳

の築造に、畿内勢力の係わりが指摘されている。

今岡古墳の前方部から出土した空心長持型陶棺を、畿内の長持型石棺の類例と考えると、こ

こ鬼無地区も畿内の影響の濃厚な地域といえよう。地域の小首長の本来の姿が、かしが谷古墳

群の被葬者ならば、今岡古墳は彼等が外的要因で成長した姿であろう。それは、突然変異的で

さえあった。

注

l 別表は、県内に所在する円墳・方墳のうち、横穴式石室を主体部に採用しない古墳の集成である。主

に文献によったが、未報告の発掘調査例も多く、概述のみのものも少なくなかった。標本数は49基で、

統計的に有効であるか否か問題がある。また、標本分布の一様性、標本選択の任意性等に問題点がある

可能性がなくはない。

2 例えば、石清尾山23号墳、石清尾山摺鉢谷、白山神社、本亮寺北 1号墳等

3 例えば、弘法寺、富丘頂上墳等

4 玉城一枝、「讃岐の前方後円墳• 香川史学 8」香川歴史学会1979によれば、 92基。ただし、かしが谷

古墳が前方後円墳でなく円墳であったように若干の変化はある。

5 確実な中期の前方後円墳としては、大川町富田茶臼山古墳、高松市三谷石船古墳、善通寺市域の数基、

観音寺市・青塚古墳等があげられよう。

6 加工が施された箱式石棺は、弘法寺古墳と北地古墳があげられる。ともに、有lj抜式石棺の用材産地、

葱ノ山、火山に近く、特に後者は火山の麓で凝灰岩の使用が知られている。従って、有lj抜式石棺製作技

術が箱式石棺に採用された可能性の検討を要する。

7 奥 3号墳例は特異と考えられる。ただし、同古墳を発生期の古墳とするには、渡部明夫・王城一枝の

両氏が、それぞれ「龍王山古墳調査概報」「讃岐の前方後円墳」で、竪穴式石室の形状に再検討の必要

を提起されておられる。

8 久米池南遺跡では、小型竪穴式石室と共存して墳墓群を形成すると考えられる箱式石棺のほとんどが、

弥生時代中期末の高地性集落遺構と重複する。遺構の崩壊過程に問題はあるが、長時間を想定する必要

はないと思われる。従って、箱式石棺群を別時期の所産と考えない限り、小型竪穴式石室の時間はさか

のぼる。

9 龍王山・ 岩崎山 4号墳を含む津田湾沿岸の古墳は畿内の影響を受けた墳墓群とされてきた。高松市茶

臼山古墳については、鍬形石一対の出土や、長大な竪穴式石室が、それを物語っている。
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香川県内、 墳。方墳一覧表 I 

□ 呂 .fF --1 由在地 I 
・I I ,-- .- i 

'I i 1 冨~ 丘］頁土
, I I 

□直 王 止1い）律田町中羽立

3 岩崎山 1 号 （人）津田町南羽立

地形

三 2 

地 II人）大川町北地

I 岩 （人）大川町宮地

号 Iい）寒川町奥

！丘陵頂部

丘悛先端

丘稜頂部

尾恨最下端

尾根頂部

丘稜］頁部

昇三1_~
＇ 

ss 70 i f「l: 14 , 
I I 

I' 上

71 I &5 ! p I ! 23-27 8 I 1,. 5 

口
I 

墳丘高さ 施説 I
し I・.埴輪 l

! I i 
I 

奸石~ 円筒J直輪 1 

:1: 中;, : , i I;;;;;;;:::~ 1~: :: 
10 I大井七ッ塚 4号 II人）大川町富田西古枝大井 低丘稜 30 I 10 I円 22 2. 9 えヌガサ・人物・円筒

11 西 山 田（人）長尾町西山田

12大 石神社、（人）長尾町大石

13 川 上（人）長尾町昭和字中代

14西士居 2 号（木）三木町井戸

15権八原A地区 7号 （木）三木町池戸

16権八原B地区 2号 （木）三木町池戸

丘稜頂部

丘稜

丘稜上

尾根稜線

丘稜

丘稜

~ 72 10 t1:1 
円

，
 
22 

10 

10 

方 I 12 

l. 5 

三L4~L5 門周溝

円筒

111北 山 II高）新田町久本 尾根稜線 I 1s I 10 I円 I12-14 I 1 s I周溝

18 白山神社（高）木太町

19 円養寺 A地柊． （高）西植田町円養寺

20女木丸山（高）女木町202

21 石清尾山 23号 （裔）宮脇町二丁且

22石清尾山摺鉢谷 （叫峰山町

23石清尾山切通し （森）西春日町切通

24鶴尾神社 5号 （高）西春日町

25相作牛塚（高）飯田町相作

26かしが谷 2号 （窃）鬼無町是竹

平地

尾根鞍部

斜面

斜面

尾根稜線

尾根稜線

平地

＇
 

1~ 

積石塚

積石塚

61ロ~=
尾根稜線 I so I 70 I円 I12~23 I L 5 I外護列石

人物・家・円筒

;;1; し／麗・,3 ; I ;;;;;;~:: 
尾根稜線 I so I 10 I円 I 6 周溝

山頂

円

16411601方 I10 X 10. 1 I 1.3 I柏石塚

301すべり山 2号 II叫青海町 尾根稜線 I 160 I 155 I方 I!15X!2.5 I ~3 I柏石玩

311弘 法 寺 II叫府中町城山 尾根先端 I 60 I so I円 I 10 0. 6 

32 I向 山 I似訓津町西田向山 丘稜頂上 I 94 I 10 I円 I 10 

!11~ ~:: : ~I~~g~g~:: I~~~; 部 HiU~ 24. 6 

13 

ll-12 

3. 3 

2 

1. 3 

葺石

周溝

周溝

円筒

円筒、朝顔

円筒

371津 頭 東 II綾）綾南町大字小野字津頭 I台地緑 50 I 10 I円 I35? 1. 3 I貸石 I埴輪

38 I津 頭 西 II祓）綾肖町大字小野字津頭 I台地緑 so I 10 I円 I 7 
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主I主平'c"c／ ＼ ~ 弐,て•f 」.主. ニ 竺' l I ！木棺・,遺物多し 姐載四獣四礼筑1 鋼鐙2、鉄刀 2 鉄判2、五翠6、t豆廿ri巧蝶斧 1 袋状鉄斧 l のみ l ; こか枠 i、不明蝕器等18,i師器片 ！ 富丘占墳集の盟王墳
前期後半～中期前干 兎跡名膀天奴記合物屑査報告第14 I ！ 箱式右棺 2 0 5 0, 5 i遺物無し、両者ほぼ並列

2 竪穴式石室 5 g 0 75-0し 8 0, 8 墳丘中央には位肯せず 'i方製内行花文鏡 1、鉄鏡 1、直刀 l、含低 1、鉄観 2 単独に近い立池、近傍に前万悛円墳岩崎山 4号坦等 前期末前後 龍上山古墳調査概報
3 ’箱式石棺 1 45 0 53-0 57 ， I大刀 1、鉄製鎧 l領、し製刀子 2、石製刀 1、月日貝製貝器 2

箱式石棺 I 26 0 45-0 51 ， 
両者前列 大刀 l、剣 1、石製利謡 1、石製刀子 1、貝器 2、竹製櫛 2

前方後円墳岸崎山 4号瑣と同一群 中期前半 更跡名勝天妹紀念物調査報告書第5

4 箱式石棺 l. 29 0 63 0 38 疑灰岩を加工組合せる 近傍に前方役月贋Ill應杭五尿、近傍I噴］肝な箱式石杭を持つ古贋あり 中期 文化財協会報特別号 8
5 石蓋上塙 1 85 0 35 0 2 測壁に平石をたてる。石蓋土塙状 仕製捩文鏡 l、鉄鏃 l、勾玉 5、管玉21、ガラス小玉 近傍に奥古墳群等 中期 文化財協会報特別号 6
6 粘土榔 2. 55 0 3 ～ 割竹式木棺（木棺法量）、填丘中央 前方後円墳奥 3号墳の隣 月1」期後半 寒川町誌

7 箱式石棺 2 0 6 0 4 両者並列
奥古墳群の一 弥末～中期 寒川町誌—重士猥 2 0 6 0 3 （二段日墓城法量）

8 竪穴式石室 2 5 0 7 0 5 寺尾古墳群、前方後円墳 l基含む 中期中葉月lj後 寒川町誌
9 竪穴式石室 2 7 0. 4-0. 6 0. 55 刃+1 寺尾古墳群、月IJ方後円墳 1基含む 中期中葉月IJ後 寒川町誌

竪穴式石室 2. 5 0. 4~0 45 0,4- 上部遺構、上部遺構前列 鉄刀、コハク製勾玉

竪穴式石室 2. 2 0. 45 0.4~ 上部遣構、墳丘中央 鉄製品、金銅製品片（鏡板？）、ガラス製小玉 3~4 1受其月ネ刀豆員 大井七ッ塚第4号坦発桐調府概報10 竪穴式石室 2 0. 5 0.4~ 上部遺構 須恵器杯片、金製細線式耳環 2、鉄録 1、管玉 5、ガラス製小玉10数点

竪穴式石室 2 5 0 7 0 7 下部遺構、墳丘中央 屑王緊管玉 10 、り子玉 3 、杖刀 2 、閉輩隅品 l 、皐胄 1 対、鉄饉多賛、杖斧、恨籠、杖艤、須恵器杯 1 、裔邸 2 、 t蘭器壺 l 、金桐襲馬具—4話 I 轡、饒板、杏葉 I 近傍の前方後円墳古枝古墳と不連続 中期後半
11 竪穴式石室 2. 2 1 0. 8 箱式石棺を埋納 鉄器 甕棺と、さらに 1甚の主1本部の可能性あり 中期 長尾町誌
12 堅穴式石室 4 5 o~o. 78 0 8 平面楔形に近い 鉄剣 1、鉄斧 1、鉄鏃 2 近傍の即方後円墳丸井古墳とは不連続 中期 長尾町誌
13 竪穴式石室 3 07 0. 61~0 72 0 74 上方が開く、墳丘中央 伺應器甕 4 産 7 悶台 2 、蓋訴23 、土!I器、短皐 1 、胄 1 、恩 1 、鐙金具 2 、校惧 3 、革金具 3 、秩既~多只、杖刀l、杖剣1、杖鉾1、杖桐l、袋状杖斧2、籍1、のみ1 近傍 1こ爾~内1友門贋稲荷山、中代古開 帽役半 /II上・丸井古墳発掘調査概報
14 箱式石棺 -2.6 0. 53~0. 63 0 3 墳丘中央 須恵器、壺、杯蓋、碧玉製管13、水晶切子玉l、水晶そろばん玉1、滑石日u、カラス玉5、鉄鏃5、刀f2、飲斧2、のみl、棺令具り l 西土居古墳群 後期中頃 西士居古墳群
15 箱式石棺 2. 3 0. 55~0. 6 0. 38 （墓硼方法量）、墳丘中央 須恵器・ 小玉54点 椛八原古墳群A地区 中期後葉 権八原古墳群発掘調査概報

箱式石棺 2 6 0. 5 鉄鏃残片、上帥器
周溝から土器、権八原古墳群B地仇16 箱式石棺 1 95 0. 45 両者並列 鉄剣 l

中期後半 新編香川叢書考古編

17 粘十床 2. 9 0. 9 0.2 （木棺法星）、舟形木棺 直刀 1
近傍の前方後円瑣、高松市茶日山古墳に先行? 前期粘上床 2 5 0. 9 0 2 （木棺法量）、組合木棺、両者並列 櫛l、鉄剣 1

高松市北山古瑣調査概報

18 竪穴式石室 1. 5? 0. 4 0. 33 箱式石棺の手法、墳丘中央 中期？ 本年度調奇
19 竪穴式石宅 2. 7 I 3 坦丘中央、粘十床 土師器 C地区、 D地区とともに墳丘墓 弥末～古墳初頻 両松市円養寺遺跡調査概報
20 箱式石棺 2. 81 0. 44~0. 52 0. 38 墳丘中央？ 合製垂節付耳飾 2、鉄刀 1、鉄鎌 1 中期後半 香川県文化財調査報告第 8
21 竪穴式石室 1 78 0 36~0. 45 0 3 箱式石棺の手法を採用 石清尾山古墳群の一甚 讃岐高松石清尾山石塚の研究
22 竪穴式石宅 2 42 1 4 0.42~ 墳丘中央、箱式石棺を埋納 石清尾山古墳群の一基（消滅） 中期 9 讃岐両扮石清尾山石塚の研究
23 堅穴式石室 3 0 54 0 4 墳丘中央 9 石清尾山古墳群の一甚（消滅） 讃岐高松石清尾山石塚の研究
24 竪穴式石室 2~ 1 0 6 前方後円贋訊尾神社4号墳に隣接、消滅、墳丘媒？ 鶴尾神社 4号墳調査報告
25 堅穴式石室 1 墳丘中央 桂甲小札、馬具告葉片、鉄器片等 後肪月IJ半 文化局松第 6号

26 
堅穴式石室 3 I 0. 7~0 75 0. 85 割竹式木棺

近傍に前方後円墳今岡古墳箱式石棺 1 9 0. 35-0. 38 0 3 竪穴式石室と直交
今回調査報告

27 
竪穴式石室 1. 5? 0 4 0 2 下半流出、箱式石棺の手法を採用 鉄鎌 l

近傍に前方後円墳今岡古墳粘土床 1 43 0. 3 0. 25 鉄盛片 1
今回調査報告

28 堅穴式石宇 2 0 61 0. 61 円筒埴輪棺埋納 中期？ 考古洋雑誌
29 竪穴式石奎 0.61~ ~o 6 05~ 中心位置よりずれる

＇ 
即期 間麗h闘t4号開調査乱告，盾Illのiiii軋古贋

竪穴式石室 2. 76 0. 7~0 73 os~ 鉄剣30 
竪穴式石室 両者は並列

前方後円墳経ノ田尾石墳と同一群 前期 罰尾)1111:4号月調査軋告、酋111(1)前肌古闊1.7 1 

箱式石棺 l. 86 0. 45 ----:.者並列、石材を加工組合せる 鉄剣、鉄鏃、鉄斧等

31 箱式石棺 1 70 0 48 墳丘中央 9、石材を加工組合せる 位製変形神獣鏡 1、勾」し、管玉、切f王 近傍に前方後Pl墳、タイバイ山 前期後半（末）～中期 史跡名勝天然巳念物園在報告第8
箱式伍棺 1. 91 0. 5 石材を加工組合せる 舶載画文惜神獣鏡、管王、切子_f,等
堅穴式石宰 1.8 0. 63 墳丘中央、箱式石棺の手法を採用 欽剣 l、鉄鈍 l

32 
木棺直葬 1.8 0 45 0. 3 （墓堺法鼠） 鉄剣 1、鉄鏃 2
箱式石棺 1 75 0. 4 0. 27 鉄剣 l

前期 新編香川叢書考古編

箱式石棺 0 6 0. 3 0 17 小児棺う

33 竪穴式石室 1. 65 0. 27~0 4 o. 42 直刀 3、跛璃小王 5、小ES 固辺に石棺群 鎌日共砕会賃土悼物儲第6回開列品解晟書
34 竪穴式石室 2 68 0 61~0 72 0. 4~0 45 墳丘中央付近、箱式石棺の手法を採用 鉄剣 1、鉄刀 1、鉄鏃10 末則古墳群の盟主瑣 ，中期後半～木 末則古墳調査概報
35 箱式石棺 2. 4~2 5 0 7~0. 8 0 4 墳丘中央、箱式石棺としては特異 匝皐1、剣3,杖斧2、杖龍l、U字状位1舟2、栂l、校且2、革帯令具9-、循恵器恥蓋2、杯身2、瓦屈1、隠f廿椅1、壺2、土箇器椅2,壺1,甕1、仕粒25-,刀子2 中期後半～末 岡の御堂古墳調査概報
36 木棺直絆 3. 15 0. 6~0 7 0.2 （墓壊法墨）、墳丘中央 短甲細片剣 l、鉄鏃 3、刀子 1、須恵器杯揺 l、註 2、甕、上師器高胚 2、壺 1 中期後干 岡の御堂古煩調杏概報

堅穴式石室 5. 25 0. 7 0 7 瑣丘中央 j1j製内行花文鏡 1、剣 2、人刀 1、鉄斧 2、鐘1、鉄鏃

竪穴式石室 2 7 0. 5 銅鏡 l、馬具残欠、鉄剣 1? 
， 

竪穴式石室 6 6 0 8 第1号と平行 鉄鏃、小玉数点37 
粘士榔 第1号と平行

多葬墓、他にも埋葬施設の可能性あり 前期末～中闊中頃 古墳その他茶臼山と津頭東鉄鉾、刀 f、鉄器片

竪穴式石室

粘上榔 3. 65 イ方製四臥鏡 1、短甲 1、鋤先、奥lj、鉄鍬30

38 堅穴式石室 4 1 2 1 2 四神四獣鏡 1、環鈴、槍身2、いしづき 1、令銅張鉄器 2、桂甲、銀装身具 2、胄 1、柄頭 l、須恵閤高杯2、蓋杯2 ！ 中期後半
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前期前半

中期～
後期前半

別表古墳の時代別

（前期としたものには、中期に降る可能性

のあるものも含まれる）

別表古墳の時代細別

（前期としたものには、中期に降る可能性

のあるものも含まれる）

中期～後期
前半（単数）

前期（複数）

時期不詳

中期～後期前半（複数）

別表古墳の主体部数

（単数としたものには、他に主体部
のあるものも含まれる。特に前期に
その傾向あり）

かしが谷 2号墳
3号墳

期

期

期

詳

前

中

後

不

緊
羞
＝
＝
＝
―
―
-
＝
-
•
•
一

10 20 30 40 50 60 70 80 
-―靡90 100 110 120m以上

別表古墳比高差
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吋〇 名 ！ 呵• 在地 連屈

39 ！ I 

i妖｝ 向、,9ゞ 山 3 「勺］ 属）綾南附75JD長（甫山 丘悛頂部

! 41 浦山 4 号 （叫綾南町羽床酒山 丘稜頂部

42 盛 土 山 (1中）多度津町奥白方 平地

43 鉢伏山 1 号 同与北町字北谷 丘稜稜線

44 鉢伏山 2 号 I門与北町字北谷 丘稜稜線

45 谷 田 （西）大麻町1509 尾根先端

46 深尾南方 (-')三野町大見深尾 丘稜頂部

47 鹿隈カンス塚 （観）流岡町鹿隈 丘稜先端

香川県 ヽ

両lす： 古向 比悶〗j

2S ド1

60 20 円

60 20 ! P-l 

5 

゜
l'l 
円

円

97 70 円

100 
70 円50 

53 45 円

閏。 →臼—臣ヒ字
:←ヽ ノワづミ 夏之阿

墳•戻忙愕：丘J) 均丘両さ i［； 加 設 屯

12. l 5 

!3 5~;5 2 5 

8 ~1 

38- 5 7 周而

10-11 

7 

27 5 I 3 5 外設列石

恰

48 宅本丸山 伽室本町丸山 丘稜頂部 40 35 円 25 4 葺石 円閻、形家

49 赤岡山 3 号 ［）大野原町大字中姫 低丘稜 24 3 5 四重葺石

主要文献以外には、新編香川叢書考古編、香川の前期古墳等で補った。

所在地て（小）は小豆郎、（大）は大川郡、（禍）は高松市、（坂）は坂出市、（丸）は丸亀市、（綾）は綾歌郡、（仲）は仲多度

郡、（善）は善通寺市、（三）は三豊郡、（観）は観音寺市をさす。

数値の単位は (m)-については、次の用法による。 a-(a以上）、 -a (a以下）

標高• 比高については、およその数値を用いた。

本表での近傍とは、地図上の直線距離にして、 1km未満をさす。

参考文献

「新編・香川叢書 考古編」香川県教育委員会 1983 

「石清尾山塊古墳群調査報告」高松市教育委員会 1973 

六車恵ー「讃岐弥生式土器緊成図録・文化財協会報 特別号第一集」香川県文化財保護協会

松浦正一「下笠居村史」下笠居村史編集委員会 1956 

「讃岐青銅器図録」瀬戸内海歴史民俗資料館 1983 

梅原末治「讃岐高松石清尾山石塚の研究」京都帝国大学文学部考古学研究報苦第十二冊 1933 

渡部明夫• 藤井雄三「鶴尾神社 4号墳調査報告書J高松市散育委員会 1983 

寒川知治「横立山経塚古墳• 香川県埋蔵文化財調査年報 昭和54年度」香川県教育委員会 1980 

讃岐古墳文化研究会• 森下浩行「高松市鬼無町今岡古墳とその組合式
陶棺• 香川考古創刊号」香川考古刊

行会 1983 

青井常太郎「讃岐香川郡志」香川県教育会香川郡部会 1944 

高松市教育委員会文化振興課「相作牛塚・文化高松第 6号」高松市文化協会 1984 

「勝賀城跡保存会だより」勝賀城跡保存会 1985 

香川大学教育学部歴史学研究室「鬼無町平木古墳群・文化裔松第 6号」高松市文化協会 1984 
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贔I i 主（本部 I全長 • -一幅— 高さ 主（本部特色 遺 物
..  

伽 考 I 時 期 主 要 文 献ー！
I , I． I : 枯砧 ＿：＿ 床 I 3 7 S r c, こ, l j (丞摺広:;)鳳祁礫印、割竹式ふ棺 絨合］、鉄紐l 刀子2 I 中期中英 菌山古填群39 _. .LL /ヴ,,,：一、,f 3 3 ： 0 58~0 3 （墓燐法量）胃IJ竹式木柁 両肴並列 鉄斧 i、上帥閤片

“゚
尊八式下室 2 D 5 （礫床法星）墳丘中央付近 須患器壺 1、)0)2、飲斧 1、鉄鏃 6 廂山古墳群西支群 中期末～後期初頑 両川県文化財調査報告第10号 i 

41 竪穴式石室 2 0 5 0 4 填丘中央 I須恵器壺 1、太刀 1、鉄斧 1、鉄鏃13 刀子 2、小土、 iJ!IJ先、馬具 洞山古墳群西支群 浦山 3号とは隣接 中期 香川県文化財調査報告第10号 ' 
'42 箱人石棺 2, 0 8 めのう勾上 1、四神四獣鏡 1、虚1,1鈴1、硬壬勾3d、碧玉管玉17、跛璃小王59、琺瑯丸玉 1、琺瑯小王 1、直）］残欠 近傍の月lj方後円墳黒藤山4号悶とは、不連続 中期後半～後期叩半 新編香川叢書考古編 I 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

竪穴式石室 2 3 0 45-0 63 0 4 木棺、箱式石棺の手法を採用

軽穴式石室 3 36 0 6 箱式石棺の手法を採用

竪穴式石宰 3. 4 0 9 0 7 墳丘中央 9

箱式石棺 3 5 0. 35 

竪穴式石室 0 8 0. 7 箱式石棺様

竪穴式石室 1 67 0. 3~0. 4 0 25 箱式石棺の手法を採用

竪穴式石室 1 4 1 5 船形石棺埋納

竪穴式石室 1 4 1 6 

竪穴式石室 l. 45 0. 45 中央やや南より

秋山忠「勝賀城跡」高松市教育委員会 1979 

寒川知治「勝賀城跡II」高松市散育委員会 1980 

福家惣衛「上笠居村史」香川郡上笠居村公民館 1952 

「寒川町史」寒川町史編集委員会 1985 

「富丘山頂上古墳• 史跡名勝天然紀念物第14」香川県 1950 

渡部明夫「爺ヶ松古墳調査概報」香川県教育委員会 1975 

松本豊胤「高松市円養寺遺跡調査概報」円握寺遺跡発掘調査団 1971 

仕製重圏文鏡、鉄斧、ガラス上

鉄剣

鉄鉗2、鉄鉤l、ガラス小玉 3等

舶戟鏡片、 1方製鏡、鉄斧、鉄鈍、勾玉

鉄鈍1

直刀 2、鉄鏃

但刀、鉄鏃

イ方製鏡

谷田古墳発掘調査団「谷田古墳発掘調査概要・文化財協会報 昭和58年度」 1983

玉城一枝「讃岐の前方後円墳• 香川史学 8」香川歴史学会 1979 

「弘法寺山林古墳• 史跡名勝天然紀念物調査報告第 8」1937

「香川の前期古墳」日本考古学協会昭和58年度大会香川県実行委員会 1983 

渡部明夫「末則古墳調査概報」香川県教育委員会 1976 

亀井芳文• 大山真充• 松本敏三「川上・丸井古墳発掘調査概報」長尾町教育委員会 1983 

森井正「高松市女木島丸山古墳• 香川県文化財調査報告第 8」香川県教育委員会 1966 

渡部明夫・大山真充ほか「岡の御堂古墳群調査概報」綾南町散育委員会 1977 

「香川県文化財調査報告第10号•特集浦山古墳群調査概報」香川県教育委員会 1969 

丹羽佑ー「讃岐中期円墳の研究上編・香川史学第14号」香川歴史学会 1985 

六車恵ー「大井七ッ塚第四号墳発掘調査概報」寒川町教育委員会 1964 

松本敏三「権八原古墳群発掘調査概報」国立医科大学候補予定地内埋蔵文化財発掘調査団 1975 

渡部明夫「龍王山古墳調査概報」香川県教育委員会 1977 

「岩崎山古墳• 史跡名勝天然紀念物調査報告第 5」香川県 1930 

岩田隆• 西谷れい子「高松市北山古墳発掘調査概報・文化財協会報 特別号11」香川県文化財保護協会

1969 

即期後半 新編香川叢書考古編
鉢伏山 1号と隣接、やや後出か 前期後半～中期初頭 新編香川叢書考古編
近傍に前方後円瑣、土師甕出土土堀あり 前期胴半 文化財協会報昭和58年度

史跡名勝天然記念物調査報告第10

I古］辺に箱式石棺群 前期後半 新編香川叢書考古編

単独立地 中期 史跡，名勝・ 天然記念物調府報告14

付近に横穴式石室多数存在、群中では古い冽 新編香川叢書考古編

「高松市茶臼山古墳調査概報」茶臼山古墳発掘調査団

六車恵ー• 福島啓記「大川郡北地古墳・文化財協会報 特別号 8」香川県文化財保護協会 1967 

六車恵一「大川郡内発見箱式石棺二例について・文化財協会報 特別号6」香川県文化財保護協会 1963 

「長尾町史」長尾町史編集委員会 長尾町刊 1965 

上原準ー「特殊なる型式の甕棺を発見したる讃岐国円座村山崎の古墳に就いて・考古学雑誌第11号第 6号」

1921 

「鎌田共済会郷土博物館・第 6回陳列品解説書」 1926

松本豊胤 郷土資料室陳列品目録「古墳その他茶臼山と津頭東」第 6期展示 香川県文化会館 1970 

松本豊胤ほか「浦山古墳群」浦山古墳群発掘調査団 1974 

「大見甘深尾古墳• 史跡名勝天然紀念物調査報告第10」香川県 1939 

「観音寺市誌通史編」観音寺市誌増補改訂版編集委員会 1985 

「丸山古墳とその石棺• 史跡名勝天然紀念物調査報告第14」香川県 1950 

渡部明夫ほか「西土居古墳群」西土居古墳群発掘調査団 1983 

松本股胤• 秋山忠•松本敏三「葛島」香川県散育委員会 1974 

「円座村史」香川県高松市円座公民館1957

廣瀬常雄「日本の古代遺跡 8 香川」保育社 1~83 

高橋邦彦• 森井正• 六車恵ー• 松本豊胤「さぬきの遺跡」芙巧社 1972 
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香川大学助教授 佑一

律令期に笠居郷とされた地域には、古墳時代前期 (4世紀）に、横立山経塚①、原経塚古墳、

かしが谷 2号墳、中期前半 (5世紀前半）に、今岡古墳＠が築造されるが、中期後半 (5世紀

後半）に属するものは現在不明であり、約100年以上の空白期間の後、後期後半 (6世紀後半）

に神高古墳群③等の横穴式石室墳群が突如として出現する。

しかし、この様な古墳群の変遷は、神高古墳群を除いて、各墳の明確な時期区分に基づいて

いるものではなく、各々への不十分な情報と他地域の古墳群の展開を参考に想定したものであ

る。各墳の年代には約50年の幅があり、 25年単位の現在の研究レベルには程遠い精度である。

したがって、この編年による当地域古墳群の展開は、当然ながら非常に不十分なものであり、

多くの重要な変化を見落としたものになることが予想される。しかし、それでもなお、ここで

当地域の古墳群の展開を進め様とするのは、かしが谷 2・3号墳の発掘調査の成果によって、

それを幾分か発展させられるのではないかという希望と、かしが谷 2°3号墳自身の性格を明

らかにする為にはそれが必要不可欠の手続であるという確信を抱くからである。

本地域の最古の古墳は、五色台の東麓或いは、勝賀山の西麓にあって、生島湾を見下ろす横

山立経塚と原経塚両古墳と推測される。それは共に積石塚であり、他地域の積石塚が遅くとも

中期前半には築造されなくなる状況を第 lの根挺にしている。原経塚は積石塚という以外の情

報はないが、横立山経塚の他の情報は上述の推測を助けるものである。

梱立山経塚は全長37mの罰方後円形を呈し、後円部に長軸を東西方向にとる、長さ約 5m、

幅0.s~1 m、高さ0.9~1. Imの県下にあって長大な部類に入る竪穴式石室を設け、後円部か

らは器材埴輪片（形象不明）、円筒埴輪片 (JII西編年畿内 II期に相当の）を出す。又、後円部

柏石、前方部盛卜という特殊な墳丘構築法をとる。県下の他墳と比較すると、坂出市の爺ヶ松

古墳’に似るが、埴輪を出土する点で大きく異なっている。しかし、積石塚で埴輪を出士する

ものは少なく、東隣の石清尾山積石塚古墳群Rと本墳に限られるところから、或いは地域性と

も推測される。爺ヶ松古墳がその前方部がバチ形に開く点より古式に位置づけられていること

を考慮すると、横立山経塚古墳は爺ヶ松古墳よりやや後出であるが、近い時期に位置づけられ

よう。さらに石棺を出土していない点も合わせると 4世紀の第 3四半期あたりであろうか。な

お、爺ヶ松古墳との類似はこれだけではなく、古墳群の展開にも認められる。すなわち、爺ヶ

松古墳に近接して積石前方後円墳ハカリゴーロ古墳⑦が分布するが、この関係を横立山経塚古塚

と原経塚古墳間に求めることができるからである。備讃瀬戸の良港を臨む点まで一致してい
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る。［差でいう古式心芹罪古坦として煩邸化される一］罪に属ずる。

ところて桐こiー山塁塚こ印Jr!式の国丘ば、他に苦五辛叶野田尻::':ii宣8 乳11J号墳、｀虚丁印

鵜の部古墳m、大川町）II東古墳ILと、広撼に散在ずるか その位置が非常に重菱である。つま

り、野田院古墳は讃岐前期罰方後円填群の西端に位置し、川東古墳は石棺の出土が伝えられる

白鳥町の大日山古墳1!を除くと、東端に位置するのである。この 2つの古墳は、石棺出現以前

の讃岐前方後円墳分布域の東西を限っているのである。又、その内部にあって、爺ヶ松古墳は

丸亀平野と坂出平野の結節点、金山・城山の峠に位貯し、鵜の部古墳は津田高東端の鵜の部半島

の基部（当時湾内の小島）に位置するという様に、交通の要衝を占めているのである。以上を

要約すると、これら独特の墳丘型式をとる古墳は特定の政治勢力の存在を示し、その分布はそ

の範囲を示すことが推定されるのである。それは、原讃岐国とでも呼び得るまとまりである。

したがって、横立山経塚に関係する豪族達はその一翼を荷う勢力であったことが推定される

のであり、さらに重要なことは、畿内政権の瀬戸内海掌握と地域豪族勢力の抵抗という政治的

基調にあって、本地域が畿内、讃岐両勢力にとって非常に重要な地域であったことが推測され

るのである。この点は、埴輪出士にみる、讃岐の雄一石清尾山積石塚群との共通性にも認められ

る。

ところが、生島湾を臨むこの地区の古墳築造は 2代で終焉した。前後して出現したのがかし

が谷古墳群と推測される。勝賀山東麓、本津川、香東川下流域に広がる沖積地を臨む尾根先端

近くに立地している。前期末のことであろう。その編年は、2号墳の竪穴式石室は前期の積み方

を踏襲するが小型であること、弥生時代墳丘墓の伝統である外護列石を設けること、 2号墳に

後続する 3号墳 1号石室から直刃鎌が出土していることから推測される。一方、隣接して全長

60. 5mの盛」前方後円瑣、今岡古墳が同柱の立地を見せる。この古墳は、前方部から組合わせ

空心噂長持形陶棺が出土したことで著名であるが、必ずしも年代が明らかであるとは言い難い。

ただ、この陶棺が長持形石棺に似ていること、前方部の埋葬施設に竪穴式石室を用いていない

こと、円筒埴輪、器材埴輪が墳丘各所から出士しているが、その円筒埴輪は川西編年畿内III期

に相当する⑲＇ことから、 5世紀前半、それも早い時期が想定されている。

したがって、かしが谷古墳群と今岡古墳群は連続して築造、もしくは一部重複の可能性が大

きい。これより本地域の該期の古墳群の展開を求めると、小型円墳群から前方後円墳への変遷、

もしくは、小型円墳と前方後円墳の併行関係が想定されるのである。これを他地域で検討する

と、東では津田湾の岩崎山古墳群⑭が類列として挙げられる。 5基の古墳が津田湾を臨む岩崎

山の尾根上に築造されている。 1~3 、 5 号が小型円墳もしくはそれと推測されるものであり、

残りの 4号が盛土前方後円墳で尾根先端に立地する。 4号墳の後円部の小型竪穴式石室から石

棺 1基が出土している。石棺は特殊な形態の上陶棺のタガに類するものが浮彫されており、今
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闘古墳陶担との柱式上の共通性も指摘できる。 4号墳には石棺や副戸品から 4世紀末の年代が

叉られている。又、石釧 卓直寵石等の か知ら訊、告内政信こ 悶係も想定さ；且

る。一方、 占墳は『愛ド］部握葬苑設、及び叫葬晶の囚容か不咀であり、その性格を明らかに

ずることは困難であるが、出土陶棺が畿内と讃岐の石棺の交流によって生み出されたものと淮

測される上、積石塚伝統地域の中に築造された盛士前方後円墳という位置づけは、この古墳も

又畿内政権と密接な関係をもっていたことを推定させるものである。以上より、これら 2つの

古墳群は群構成はもとより、主墳の性格も近いことが明らかである。

西方に転ずると、多度津印の黒藤山古墳叫が挙げられる。多度津沿岸部を眼下に収める黒藤

山の山頂から東に延びる尾根上に 1~3 号の小型円墳とその先に全長30mの盛土前方後円墳、

4号、箱式石棺、 5号が分布する。 4号墳は内容が明らかでないが、墳丘形態から前期に位置

づけられている。

近接するものとして、五色台西北部山腹のすべり山、経の田尾古墳叫がある。全て積石塚で、

すべり山古墳群は急斜面に 1・3号の円墳と、 2号の方墳が連接する様に築造され、その先に

全長31mの前方後円墳と推測される経の田尾古墳が分布する。すべり山古墳群は積石塚である

こと、石室の形態、構築法から前期に位置づけられ、経の田尾古墳は、崩壊はなはだしく、内

容は不明であるが、積石塚ということより、一連のものとして扱われている。

似

~,o 尼芍も。。
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第23図 香川県内の主要前方後円墳分布図

、.------......;.,,.,-. . ..1・'--- I 
. v・ 

R前方後円墳（盛土）

0前方後円墳、双方中円墳（積石塚）

0前方後円墳（盛土、剖抜式石棺保有）

＠前方後円墳（積石塚、剖抜式石棺保有）

x剖抜式石棺所在地（円墳一基を含）
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以十 かしが谷 合悩］古墳轡に類するものを挙けると、全て前期、もしくは罰期から中閏初

頭の であり そ 位盲ずることかいかる。この嬰因には三応のことぶから、

特定の政冶81・ ネ］公的状況を想定し得るか それは又¥かしか臼う今[i!,J古煩の性格を規定ずる

ものである。よって次に少しこの点について検討する。

県下の沿岸部古墳には二種があり、一種は前期の早い段階から始まるもので、石清尾山古墳

群、タイバイ山⑰ • 白砂古墳群⑬＇が属する。少し遅れるが、爺ヶ松・ハカリゴーロ古墳群、横

立山経塚。原経塚古墳群がこれに入る。これらはタイバイ山。白砂古墳群を除く全てが積石塚

である点、非常に土着的性格をもつ。今--種は前期末に中心を附く古墳群で、津田湾、宇笈津、

多度津の古墳尉が属する。やや早いものだが高松市茶臼山古墳 19もこれに入る。かしが谷・

今岡古墳もこれに入る。この種の特徴は、その殆んどが内陸部の前方後円墳群と河川によって

連絡されていることである。かしが谷、今岡古墳群には本津川中流の全長30mの罰方後円墳、

御厩天神社古墳＠りが対応するかもしれない。しかし、内陸部の前方後円墳が相対的に大型であ

る点を考えると、或いは上流の石舟天神社の県下最大級の石棺⑪を出した古墳が相応しい様に

も思える。勝賀山の南、袋山の袋山、布掛、相越各前方後円墳は実体が不明である。又、岩崎

山 4号墳、高松市茶臼山古墳、今岡古墳等がそうである様に畿内的色彩を［農＜帯びた古墳が認

香川県内の沿岸古墳群と内陸古墳群の関係図（縦のつながり）

A 古式沿岸部古墳群
1。石清尾山積石塚古墳群
2 • 横立山経塚•原経塚古墳群
3 • 経ノ田尾• すべり山古墳群
4. タイバイ山・白砂古墳群
5 • 爺ケ松・ハカリゴーロ古墳群

B 新沿岸部古墳群
6 . 津田湾南部古墳群
7 • 津田湾北部古墳群
8。長崎鼻古墳
9。高松市茶臼山古墳
10. 今岡• かしが谷古墳群
11. 宇多津古墳群
12. 多度津古墳群
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C。内陸部古墳群
13。富田茶臼山古墳
14。三谷石舟古墳
15。御厩天神社古墳
16。石舟天神社石棺
17. 快天山古墳
18。善通寺古墳群

BとCの関係
I津田川系(6.7. 1 3) 
II 春日川• 新川系(8.9. 14) 
II[本津川系11o. 15. 16) 
W大束川系 11.17 
V弘田川系(12.10j 



められるのもこの種の特徴の一つである。

この様な沿岸部古墳の二種は出現時期の差によって把えられたものであるが、瀬戸内海を舞

台として展開した前期の政治・社会の二つの画期を表徴するものである。

第一の画期は古墳時代の開始期一畿内政権を核とした瀬戸内新体制の開始期一畿内政権の沿

岸部、内陸部双方の勢力との個別的交渉による支配ネットワークの構築、第二の画期は地域勢

カの政治的統合の伸長と畿内政権の支配体制強化という相矛盾する政治課題の衝突・調整、と

いう特色を持つ。第二の画期にあって、畿内政権は沿岸部古墳群間の横の繋がりー海岸線グルー

プ、又沿岸部古墳群と内陸部古墳群の縦の繋がり一河川グループ、内陸部古墳群間の横の繋が

りー内陸部グールプを分断することによって支配権の拡大・強化を計ったことが想定されるの

である。石棺に観察される畿内勢力と讃岐勢力の交流もこの新しい政治状況に基づくところと

推察されるが、この状況が展開されて始めて、かしが谷• 今岡古墳群の出現経緯と内容が意味

のあるものとなるのである。

すなわち、高松平野の沿岸部古墳として、西から横立山経塚• 原経塚古墳群、かしが谷・ 今

岡古墳群、石清尾山古墳群、高松市茶臼山古墳• 長崎鼻古墳叫が知られるが、横立山経塚・

原経塚古墳群と石清尾山古墳群は上述した様に積石塚である以上に共通点を持ち、一方かしが

'.. ~ 
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'"'--_J・ 第25図 香川県内の前方部盛土積石塚古墳と前期末から中期初

' 頭の主要古墳分布図（横のつながり）

_,/・ 
. 南海道

＇ ヽ—.. —-· ヘ~7"'
（ -. .r-~( 

・v・ 

A 前方部盛土積石塚古墳
1. 鵜の部古墳
2. 川東古墳
3 • 横立山経塚古墳
4. 爺ケ松古墳
5 . 丸山 1号墳
6 • 野田院古墳

B 前期末から中期初頭の主要古墳
7 • 富田茶臼山古墳
8 • 大宮古墳
9 • 三谷石舟古墳
10. 船岡山古墳
11. 御厩天神社古墳
12. 石舟天神社古墳
13. 快天山古墳
14. 磨臼山古墳ほか善通寺古墳群
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谷 と高松斤荼□山古墳も一つにまとまる。よって、ふ性格を異にする古墳群が交互

に分布ずることになる。図式的に饂、讚餃的 成内的 讃岐げJ.穀 [7刃口〗こ哀寸二とかてきる。

この分布状況からかしか谷 今岡古墳群と嵩松市朱□山古墳の勢力は凸岸罰古墳勢力の分臼

特に讃岐の雄一石清尾山積石塚古墳群勢力の牽制を目的とする畿内政権の梃子入れによって勃

興した勢力であることがわかるのである。かしが谷古墳群の様な径20mに闘たない小型円墳し

か築造されなかった地域に60m を越える前方後円墳• 今岡古墳が築造された理由、これら古墳

群が西隣する横立山経塚• 原経塚古墳群と何らの連絡も認められない理由の多くは、この新政

治基調に求められるのである。

この戦略が功を奏してか、石清尾山積石塚古墳群は中期前葉でその築造を終える。しかしこ

れはただ一人石清尾山積石塚古墳群に起こった現象ではく、それに前後して善通寺地域より東

の各地前方後円墳群に共通するのである。おおよそ中期中頃までには当該地域の前方後円墳の

築造は終焉する様である。ここで庄目すべきは、各地前方後円墳群の最終段階の古墳は群中最

大規模を誇ることである。大川町富田茶臼山古墳（約145m)21、長尾町大宮古墳 (100m以上）、

高松市三谷石舟古墳（約90m)尺綾南町快天山古墳（約100m)尉惰等がそれである。そこに各

地勢力の政冶的・経済的成長の跡を認めることもできるか、その飛躍的な大規模化は、その

上に畿内政権との間の増大する政治的・社会的緊張が新政治基調によって一挙に臨界点まで達

し、より広い地域の豪族や、農民をも含めた広範な勢力の結集が計られた結果であろう。

なお、上記した内陸部の大型前方後円墳を結ぶラインは、律令期の南海道におおよそ重なる。

実態は不明であるが、そこに古墳群に象徴される勢力のまとまりが想定されるのである。それ

は上述した原讃岐国の第 2段階に位置づけられる。又、沿岸部古墳と内陸部古墳の河川を通じ

た繋がりは、弥生時代以来の伝統と推察し得るが、律令期の郡はこれの発展整備した形態であ

ろう。この椋に中期半ばまでに、律令期の政治的・社会的まとまりに類する程のものが、形成

されるにもかかわらず、中期後半にはそれに逆行する古墳群の展開が認められる。

すなわち、善通寺以東各地に、径20~1om の中小円墳群⑲ （寒川町大井七ツ塚、長尾町川上

古墳、綾南町岡の御堂古墳群等）が形成されるのである。それは非常に地域的な竪穴式石室と、

類似した副葬品（鉄製武具ー式）を持つ古墳で、前代の大勢力の衰退したもの、前代から続く

セカンドクラス、新興クラスの三通りの被葬者が想定されるが、鉄製武具の生産と流通、その

墳丘形態と規模、竪穴式石室の地域性から、中期後半にあって讃岐にまとまった勢力は無く、

畿内政権が各地豪族を個別に直接支配してしまったことが知られるのである。

なお、笠居郷には現在までのところ、この種の古墳は知られていない。旧勢力は完全に絶た

れ、新興勢力も未成長だったのであろうか。しかし、今岡古墳の東方、本津川の石岸、香東）IIの

間に相作牛塚厄りが築造される。鉄剣、馬具、桂甲、円箇埴輪、家形・人物の形象埴輪が出土し
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ている。典四的な該期の古燿てあるが 時斯は 5世紀前半まて下がる様である。太摩）Iiを快ん

の交戸かあっ 7こここも覧窒さ~ える。

次に当地娯で盲墳の築造が再開されるのは 5世紀太である。型式も横穴式石室と 新され、

分布も拡大されている。

勝賀山西麓に桑崎古墳、その北方串ノ山の南麓に弾正原古墳が分布するが、実体は不明であ

る。

勝賀山の東麓、本津川、香東川によって開かれた沖積地に臨んで、北から沢池古墳、かしが

谷4号墳、善師垣古墳群が知られる。さらに南方、神高池周辺に神高古墳群が分布する。これ

ら後期後半横穴式石室墳群の内、内容がある程度判明しているのは神高古墳群だけである。よ

ってこの古墳群を中心に当該期の古墳群の展開を検討する。

その立地をみると全て、山麓の洩い谷間の斜面に築造され、その前面に桑崎古墳なら桑崎の

集落が、弾正原古墳には弾正原集落が、神高古墳群は大きく 2 つに分かれて、平木 1~3 号墳

と大塚には山口の集落が、古宮権現社古墳を中心とする古墳群には神高の集落が開ける。現代

の各集落が何時から始まったのかは不明であるものの、古墳の被葬者の主たる活動舞台は、か

かる集落を大きく越えない範囲であったことが推測される。さらにこの期に至って突如として

出現した背景として、古墳の立地する谷の開発が進展し、それによって経済的・社会的地位の

向上を果たした人々が多数生み出された状況が想定できるのである。よって被葬者は開発領主

の性格を強く持った人物であるといえるが、石室型式からして、各墳には彼を家長とする村落

の有力家族が納められたとされる。彼らは村落の上層部を形成していたと推察されるが、神高

古墳群の構成から上層部の社会的構成を検討する。

神高古墳群は現在 9基の古墳が知られるが、大きく 2グループに分けられる。北の平木 1号

墳グループと南の古宮権現社古墳グループである。平木 1 号グループは谷奥部に平木 1~3 号

墳が集中し、先端近くに大塚古墳が 1基分布する。玄門平面形は全て突出形＠を呈し共通する

が、規模に大、中、小の別があり、大が平木 1号、大塚古墳 (5m台）、中が平木 3号 (4m

弱）、小が平木 1号 (3m強）となっている。築造・使用期は、平木 1号が 6世紀末から 7世

紀前葉、平木 2号が 7世紀前葉である他は不明である。以上の各墳の情報から平木 1号グルー

プの構成を検討すると、グループは大きく 2つに分かれ、各々に大クラスの一基が中核として

存在する。大塚古墳と組になる中。小墳は現在不明であるが、平木 1~3 号墳では、 1 号と 2

号が隣接して 3号に対峙するところから、 1・2号と 3号の構成となる。ところが平木 1号と

2号は築造期が前後し、 1号から 2号への変遷が想定されるから、 1号と 3号、或いは 2号と

3号の 2某構成になる。この 2基は以上述べたところから上位と下位の関係を有する。以上を

嬰約するに、平木 1号グループは 2つの有力集団からなり、各集団は 1つ以上の有力家族か、
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2つ以上の場全fま上。下の関係を條芦する複款の有刀家族から糧成さicていだと椛定される。

なお';::つ の二 て関係は不明である。

転じて、百宮櫂現社古噴グループの囁成を換討ずると、ここでは谷奥部に山野塚古墳、中央

部に古宮権現社古墳、先端近くに神高池古墳群と大きく 3つに分かれる。山野塚は玄室長5.75 

mで平木 1号グループの平木 1号墳、大塚と対比されるが、規模はそれを上回る。神高池古墳

群は殆んどが崩壊している為その実体は不明であるが、おそらく平木 1~3 号墳と同様の群構

成を展開したものと推察される。問題は古宮権現社古墳で、玄室長6.14mと上述の大・中・小

の区分を大きく越え、古宮権現社古墳グループだけでなく、神高古墳群全体に卓越する。又、

同墳からは鉄地金銅張りの鞍飾りや、大型金環、自然釉豊かな須恵器の優品が出土し、規模だ

けでなく副葬品からも被葬者の卓越性が認められている。さらに、玄門平面形も中間形で、山

野塚が羽板形であるのと共に突出形の他墳と異なっている。これら全ての要素が古宮権現社古

墳の卓越性を証明するものであり、古墳群中の主墳としての位麗を際だたせている。なお、玄

門梁石に連接する玄門第 1天井石は一段低く、あたかも廂の観を呈するが、類例が大川町八剣

古墳⑮、坂出市綾織塚古墳R、新宮古墳凡大野原町椀貸塚古墳⑬と各地の主墳クラスに知られ

る。これも又古官権現社古墳の卓越性を示すものであるが、各地の主墳クラスがそれを採用し

ているところをみると、その卓越性は神高古墳群中の他墳との比較の上で、言い換えれば、神

古墳群の中にあって付与された性質という限定条件を必要とするものである。

以上より、神高古墳群の構成とそこから推定される被葬者逹の社会構成を検討ずると、神高

古墳群は平木 1号墳と古宮権現社古墳を主壻とする 2つの大グループからなる。このグルーフ゜

はおそらく村を単位としたものであろう。そして大グループは 2~3 つの小グループから形成

され、小グループは 1~3 某程度の古墳から形成されている。各墳は家族墓と規定され、血緑

閃係の晨度が築造空間の遠近を決定することを前提にすると、小グループは同一—血緑団から構

成されていたと推測される。各墳の被葬者は村内の有力家族とされるが、とりわけ古宮権社現

古墳の被葬者は際立っており、それら有力家族の盟主として、 2つ或いはそれ以上の村落を統

括する立場にあったことが知られるのである。しかし、彼の統括する範囲は狭く、前期、中期

の前方後円墳被葬者と比骰にならないことは、上述した椋にその募制にみる卓越性の限界より

明らかである。

以上が、笠居郷の後期後半の古墳群の展開と、推測される社会の構成である。しかし、後の

笠居郷に比定されるこの地域が、当時の讃岐全1本からみてどの様に位置づけられるのであろう

か。次にこの地域性について少し検討しておこう。

神高古墳群の一般的な玄門平面形は突出形であったが、これは坂出平野周辺と共通し、玄門

平面形からすると、坂出と神高地区の古瑣群は 1群を形成することになる。ところが、奈良・
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平宣閂氏の文薗Iこは、坂It,とぢ松西部に綬氏か居住してい）ことの記載があるJ_J。この 2つの資

月と ~:c さ：～わせ且は、元 (l; 古墳計乞まとまりぱで --iJ欠 0) 先日を示す~ものて虞なかつ Iーこか

と考えら訂るのである。そして重安なことは、これを認め訊は、後に綬仄と呼は九る氏族（原

綾氏）の実休が想定されることである。すなわち．．原綾氏なる一氏族は、数系列に分かれ、各

々の付の有力集団として集付していたといえよう。神高古墳群の被葬者は、さしずめ原笠居綾

氏とでも呼び得ようか。

その後仔令期には、綾氏の住地に国庁がひらかれ、国分寺が建立される。この地域は讃岐の

政沿・経済・文化の中心として、最も重要な土地となった。この地域の変遷に、笠居郷の綾氏

が如何に働いたか、これは今後明らかにしなければならない重要な課題である。

注

1 日本考古学協会昭和58年度大会香川県実行委員会「香川の前期古墳」 1983年

2 森下浩行「香川考古」創刊号 1983年

3 高松市文化協会「文化高松」第 6号 1984年

4 注lに同じ

川西宏幸「円筒埴輪総論」「考古学雑誌」第64巻第 2号 1978年

5 注lに同じ

6 悔原末治「讃岐高松石清尾山石塚の研究」 1933年

高松市敦育委員会「鶴尾神社 4号墳調査報告書」 1983年

7 注1に同じ

8 注1に同じ

9 注1に同じ

10 注lに同じ

11 庄1に同じ

12 注lに同じ

13 注4に同じ

14 注 1に同じ

15 注1に同じ

16 注1に同じ

17 注1に同じ

18 香川県教育委員会「新編香川叢書」考古篇 1983 

19 注 1に同じ

20 徳島県博物館• 徳島考古学研究グループ「シンポジウム四国の前方後円墳」 1980年

21 藤田憲司「讃岐（香川県）の石棺」「倉敷考古館研究集報」第12号 1976年

22 注18に同じ

23 注18に同じ

24 注18に同じ

25 注lに同じ
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26 日;J」化 「訥岐1HtW冑iび）叫究」「香川王□ 第:4り 呵 5平

27 高訟廿i:dじI孤乞［文化戸叶公」第 E;-j 1訊ふ斤

Z8 五室と羨直の墜面か-/宝に五<IL門袖石かしず九から応文ぎ出さ訊ている形。な応、「月『i杖形」は

土全と羨追の璧面かに分さ訊土門袖石か叉追璧向と-/本となる形、「中間尼」は土信と去道の壁面か

区分され玄門袖石かかいずれも突き出ている形をいう。庄 3文献参昭

29 引田町教育委員会「Ill北 1号墳J 1985年

30 注29に同し

31 往18、29に同じ

32 注18、29に同じ

33 「紐日本紀」延暦10年9月20日

「大政官符」天朽11年 2月26日
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図 版



図版 1

(1) かしが谷 2・3号墳（矢印）遠景

(2) かしが谷 2・3号墳近景
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図版 2

(1) 調査前 (2号墳墳丘）

(2) 調査前（尾根先端）
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図版 3

(1) 調査風景

(2) 2号墳第 1主体部・第 2主体部
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図版 4

(1) 2号墳第 1主体部上面

(2) 2号墳第 1主体部基底部
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図版 5

(1) 2号墳第 1主体部墓壊・粘土床

(2) 2号墳第 1主体部粘土床断面
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図版 5

(1) 2号墳第 2主体部粘土被覆状況

(2) 2号墳第 2主体部上面
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図版 7

(1) 2号墳第 2主体部蓋石除去後

(2) 2号墳第 2主体部頭部小口

(3) 2号墳第 2主体部足部小口
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図版 8

(1) 2号墳外護列石崩壊状況
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図版 9

(1) 2号墳外護列石（側面）

(2) 2号墳外護列石（上面）

(3) 3 号墳第 1 主体部•第 2 主体部検出状況
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図版10

(1) 3号墳第 1主体部上面（頭骨出土状況）

(2) 3号墳第 1主体部噺面（頭骨出土状況）

(3) 3号墳第 1主体部鉄鎌出土状況
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遠

(1) 3号墳第 2主体部粘土床上面

(2) 3号墳第 2主体部粘土床断面
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図版11



図版12

(1) 発掘状況

(2) 鉄鎌 (3号墳第 1主体部出土）等
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かしが谷 2号墳拿 3
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